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「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」
公
開
生
放
送

赤
れ
ん
が
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン　

特
別
企
画

出
場
者
と
観
覧
者
を
募
集

市
橋
有
里
さ
ん
の
マ
ラ
ソ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
市
制
70
周
年
と
総
合
文
化
会
館
開
館

30
周
年
を
記
念
し
、「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自

慢
」
の
公
開
生
放
送
を
実
施
。
出
場
者

と
観
覧
者
を
募
集
し
ま
す
。

【
日
時
】　

❖
11
月
17
日
㈰
11
時
45
分
…
開
演

❖
11
月
16
日
㈯
11
時
45
分
…
予
選
会

【
場
所
】　
総
合
文
化
会
館

【
ゲ
ス
ト
】　
堀
内
孝
雄
、
八
神
純
子

　
舞
鶴
は
か
つ
て
旧
海
軍
の
鎮
守
府
が

置
か
れ
、
海
軍
と
の
つ
な
が
り
が
深
い

場
所
。
赤
れ
ん
が
倉
庫
な
ど
旧
海
軍
施

設
が
い
ま
だ
に
残
っ
て
い
ま
す
。
　
舞

鶴
だ
か
ら
こ
そ
来
て
見
て
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
海
軍
ゆ
か
り
フ
ェ
ス
タ
に
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】 

　
９
月
28
日
㈯
と
29
日
㈰
10
時
～
16
時

【
場
所
】 

　
赤
れ
ん
が
パ
ー
ク

【
内
容
】

❖
海
軍
グ
ル
メ
「
肉
じ
ゃ
が
の
ふ
る
ま

い
」（
先
着
５
０
０
人
）

❖
海
軍
ゆ
か
り
展
　

❖
旧
海
軍
の
制
服
試
着
＆
写
真
撮
影

❖
海
の
紹
介
シ
ョ
ー

❖
海
軍
ゆ
か
り
の
遊
覧
船

❖
海
軍
ゆ
か
り
ウ
オ
ー
ク
（
ガ
イ
ド
付

き
、
５
０
０
円
）

▼
詳
し
く
は
、
観
光
商
業
課
（
☎
66
・

１
０
２
４
）
へ
。

　
イ
タ
リ
ア
船
籍
の
ク
ル
ー
ズ
客

船
「
コ
ス
タ
・
ビ
ク
ト
リ
ア
」
が

今
年
２
度
目
の
寄
港
。
７
万
５
，

０
０
０
㌧
の
大
型
客
船
を
間
近
で

見
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
日
時
】

　
９
月
11
日
㈬
14
時
入
港
予
定

【
場
所
】

　
京
都
舞
鶴
港
西
港
第
２
ふ
頭

　 （
第
３
ふ
頭
に
駐
車
場
を
開
設
）

【
そ
の
他
】

　
当
日
は
ふ
頭
内
の
安
全
対
策
の

た
め
入
場
を
制
限
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
み
な
と
振
興
・
国

際
交
流
課
（
☎
66・１
０
３
７
）
へ
。

《
小
型
船
舶
な
ど
の
航
行
》

　

大
型
ク
ル
ー
ズ
客
船
付
近

は
、
小
型
船
舶
の
操
縦
に
危
険

が
伴
い
ま
す
。
ま
た
、
前
方
至

近
で
の
横
切
り
や
停
泊
な
ど
危

険
な
行
為
は
客
船
の
安
全
航
行

に
支
障
を
き
た
す
恐
れ
が
あ
る

の
で
お
止
め
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　   《
府
港
湾
事
務
所
》

　
《
出
港
見
送
り
も
実
施
》

【
日
時
】

　
９
月
29
日
、
20
時
ご
ろ

【
場
所
】

　
京
都
舞
鶴
港
西
港
第
２
ふ
頭
（
第

３
ふ
頭
に
駐
車
場
を
開
設
）

【
そ
の
他
】

　
申
し
込
み
不
要
。
当
日
は
ふ
頭
内

の
安
全
対
策
の
た
め
入
場
を
制
限
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
船
内
見
学
会
と
出
港
見
送
り
に
関

す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
み
な
と
振

興
・
国
際
交
流
課
（
☎
66
・
１
０
３

７
）
へ
。

　
１
９
９
９
年
世
界
陸
上
銀
メ
ダ
リ

ス
ト
の
市
橋
有
里
さ
ん
に
よ
る
マ
ラ

ソ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
催
。
ラ
ン
ニ

ン
グ
の
楽
し
さ
や
走
り
方
の
基
礎
な

ど
を
丁
寧
に
楽
し
く
教
え
て
い
た
だ

け
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
参
加
し

て
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
世
界
を
広
げ
て

赤
れ
ん
が
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。

【
日
時
】

　
10
月
19
日
㈯
15
時
～
17
時

【
場
所
・
内
容
】　

❖
ト
ー
ク
タ
イ
ム
…
赤
れ
ん
が
５
号
棟

❖
ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室
…
東
体
育
館

【
対
象
】

　
市
内
在
住
の
小
学
３
年
生
以
上
か

赤
れ
ん
が
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
出
場
者

【
定
員
】

　
先
着
１
０
０
人

【
参
加
費
】

　
無
料

【
そ
の
他
】

　
運
動
の
で
き
る
服
装
で
。
運
動
靴

（
上
ば
き
）
も
持
参
。

【
申
し
込
み
方
法
】

　
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が

な
）、
年
齢
（
学
校
名
・
学
年
）、
電

【
申
し
込
み
方
法
】

《
出
場
希
望
者
》

❖
中
学
生
を
除
く
15
歳
以
上

❖
往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
性
別
、
職
業
、
電
話
番
号
、
曲

目
（
歌
手
名
）、
選
曲
理
由
を
記
入

し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
京
都
放
送
局
（
〒
６
０

２
‐
８
５
０
１
）「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自

慢
・
出
場
」
係
へ
。
１
人
（
１
組
）

に
つ
き
１
通
ま
で
（
２
人
以
上
で
歌

う
場
合
は
、
全
員
の
氏
名
と
年
齢
を

記
入
）。

《
観
覧
希
望
者
》

❖
往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
記
入
し
、
総
合
文
化
会
館

（
〒
６
２
５
‐
０
０
３
６
　
市
内
字
浜

２
０
２
１
）「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
・
観

覧
」係
へ
。
１
人
に
つ
き
１
通
ま
で
。

　
い
ず
れ
も
、
申
し
込
み
は
10
月
18

日
㈮
必
着
。
多
数
の
場
合
抽
選
。

【
そ
の
他
】

　
放
送
日
は
11
月
17
日
㈰
12
時
15
分

～
13
時
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ
レ
ビ
、
ラ

ジ
オ
第
一

▼
詳
し
く
は
、
文
化
事
業
団
（
☎

64
・
０
８
８
０
）
へ
。

話
番
号
（
保
護
者
氏
名
）
を
記
入
し
、

実
行
委
員
会
事
務
局
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
内
）
へ
。
９
月
30
日
㈪
必
着
。

▼
詳
し
く
は
、
実
行
委
員
会
事
務
局
（
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
内
、☎
66
・
１
０
５
８
）へ
。

《
赤
れ
ん
が
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
》

　
ハ
ー
フ
の
部
の
受
け
付
け
は
終
了
。

３
㌔
・
ペ
ア
の
部
は
空
き
が
若
干
あ
り

ま
す
。
申
し
込
み
は
お
早
め
に
。

市制施行
7 0 周 年 記 念

記念イベント

京都舞鶴港
まいづるの海がアツい
海軍フェスタとクルーズ船

　
１
９
９
９
年
世
界
陸
上
セ
ビ
リ

ア
大
会
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
。
２
０
０

０
年
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出

場
。
東
京
マ
ラ
ソ
ン
２
０
０
７
で

現
役
を
引
退
。
現
在
は
、
ラ
ン
ニ

ン
グ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
テ
レ

ビ
や
雑
誌
で
活
躍
中
。

▲市橋有里さん

▲堀内孝雄さん▲八神純子さん▲展示されている
東郷平八郎の像

コ
ス
タ
・
ビ
ク
ト
リ
ア

２
度
目
の
寄
港

ま
い
づ
る

海
軍
ゆ
か
り
フ
ェ
ス
タ

ク
ル
ー
ズ
客
船
「
ぱ
し
ふ
ぃ
っ
く
び
い
な
す
」

船
内
見
学
・
出
港
見
送
り

ぱしふぃっくびいなす

　
ク
ル
ー
ズ
客
船
「
ぱ
し
ふ
ぃ
っ

く
・
び
い
な
す
」
が
寄
港
。
船
内
見

学
会
を
実
施
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

次
の
と
お
り
。

　
《
船
内
見
学
会
》

【
日
時
】

　
９
月
29
日
㈰
10
時
～
11
時

【
場
所
】

　
京
都
舞
鶴
港
西
港
第
２
ふ
頭

【
内
容
】

　
船
の
ス
タ
ッ
フ
の
案
内
で
船
内
施

設
を
巡
る

【
対
象
】

　
府
内
在
住
で
階
段
を
使
用
し
、
１

時
間
程
度
の
団
体
行
動
が
可
能
な
人

【
そ
の
他
】

　
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。
乳

幼
児
は
保
護
者
１
人
に
つ
き
１
人
ま

で
同
伴
可

【
定
員
】

　
80
人
（
多
数
の
場
合
抽
選
）

【
申
し
込
み
方
法
】

　
往
復
は
が
き
に
参
加
者
全
員
の
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番

号
、
職
業
を
み
な
と
振
興
・
国
際
交

流
課
へ
。
は
が
き
１
枚
に
つ
き
４
人

ま
で
。
９
月
９
日
㈪
消
印
有
効



42013 - 9 maizuru2013 - 95 maizuru

防
団
や
事
業
所
な
ど
と
協
力
し
な
が
ら
、
初

期
消
火
活
動
や
救
出
活
動
、
避
難
誘
導
な
ど

地
域
の
力
を
総
動
員
し
て
活
動
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
家
屋
の
倒
壊
、
け
が
人
の
発
生
、
出
火
な

ど
の
事
態
も
、
自
主
防
災
組
織
の
活
動
に

よ
っ
て
被
害
を
少
し
で
も
小
さ
く
で
き
る
の

で
す
。

舞
鶴
市
の
状
況

　
８
月
１
日
現
在
、
自
治
会
単
位
の
自
主
防

災
部
１
２
7
組
織
と
、
自
治
連
合
会
や
区
長

連
合
会
か
ら
な
る
自
主
防
災
会
８
組
織
が
結

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
組
織
率
は
約
53
％
で
す

が
、
活
動
内
容
は
組
織
に
よ
っ
て
差
が
あ
る

状
況
で
す
。

　
あ
な
た
の
地
域
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う

　
自
主
防
災
組
織
は
地
域
の
現
状
に
合
わ
せ

て
自
由
な
形
で
作
れ
ま
す
。
ま
ず
は
、「
火

を
消
す
」「
救
助
す
る
」「
安
否
確
認
」
の
３

つ
が
行
え
る
組
織
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　
そ
し
て
、
活
動
を
通
し
て
内
容
を
徐
々
に

充
実
さ
せ
、
地
域
全
体
の
防
災
意
識
を
高
め

ま
し
ょ
う
。

自主防災組織の役割

災害時 平常時

安心・安全に暮らせる地域へ

◆ 救出活動や救急処置を行う

◆ お年寄りや乳幼児、病人などの安全確保

◆ 公的防災機関と連絡をとる

◆ 避難誘導を行う

◆ 出火防止や初期消火活動

など

など

９月１日は防災の日
８月30日～９月５日は防災週間です

ご
存
知
で
す
か
？

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
生
き
埋
め
や
閉

じ
込
め
ら
れ
た
際
に
自
力
で
脱
出
し
た
り
、

家
族
や
近
隣
住
民
な
ど
に
よ
っ
て
救
出
さ
れ

た
人
の
割
合
は
90
㌫
を
超
え
て
い
ま
す
。
防

災
関
係
者
な
ど
公
的
な
救
助
機
関
に
よ
っ
て

助
け
ら
れ
た
人
の
割
合
は
わ
ず
か
に
１
・
７

㌫
で
し
た
。

　
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
で
は
、
避
難
誘
導

や
避
難
所
運
営
、
安
否
確
認
、
炊
き
出
し
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
活
動
が
多
く
の
地
域
住

民
の
力
で
行
わ
れ
、
地
域
の
人
の
互
い
の
助

け
合
い
が
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
改

め
て
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
に
よ
り
、
自
主
防
災
組
織
や
自
主

防
災
活
動
の
重
要
性
が
全
国
的
に
も
着
目
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

自
主
防
災
組
織
の
活
動

　
自
主
防
災
組
織
と
は
「
自
ら
の
地
域
は
、

自
ら
で
守
る
」
と
い
う
心
構
え
で
地
域
の
住

民
が
自
発
的
に
防
災
活
動
を
行
う
組
織
の
こ

と
で
す
。
　

　
自
主
防
災
組
織
の
平
常
時
の
活
動
は
「
災

害
に
備
え
る
」
こ
と
。
防
災
訓
練
の
ほ
か
、

防
災
知
識
の
勉
強
会
や
地
域
の
安
全
点
検
な

ど
も
含
ま
れ
ま
す
。
災
害
が
起
こ
っ
た
と
き

に
、
迅
速
に
効
率
的
に
行
動
で
き
る
よ
う
、

何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
使
え
る

資
機
材
は
何
か
な
ど
、
事
前
に
で
き
る
準
備

を
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
そ
し
て
、
災
害
時
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事

態
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
地
元
の
消

34.9㌫
自力で

家族に

友人・
隣人に

31.9㌫

28.1㌫

2.5㌫通行人に

0.9㌫その他

1.7㌫公的な救助機関に

阪神・淡路大震災
の救助割合

※「㈳日本火災学会
兵庫県南部地震における
火災に関する報告書」より

自主防災組織を結成しましょう
強化しましょう

救助
安否確認

消火

◆ 消防機関に協力して活動する

◆ 負傷者の把握を行う

◆ 防災関係機関からの情報を広報する

◆ 必要に応じて炊き出しを行う

◆ 地域の被害状況を把握する

◆ 食糧や応急物資の調達、配分

◆ 危険箇所を確認しておく

◆ 消火用水の確保、消火設備の点検

◆ 避難場所への経路を確認しておく

◆ 正しい防災知識の普及を図る

◆ 火気器具の転倒防止などの呼びかけ

◆ 食糧、飲料水などの備えを呼びかける

◆ 防災マップなどを作成しておく

◆ 資機材の確保・点検

◆ 応急医薬品、資機材を備える

◆ お年寄りや乳幼児、病人などの把握

◆ 防災訓練を行う

防災
特集 《自主防災組織》

救
出
・
救
護
班

（例）近くの学校や事業
所と地域行事の連携の
中で災害時の避難場所
の提供のお願いなど。

自主防災組織の編成例

給
食
・
給
水
班

避
難
誘
導
班

消
火
班

情
報
班

本部（会長・副会長）顧問・相談役
（学校・事業所など）

◆ 避難情報を伝達する

※　この中で、できることから取り組みましょう。

バケツリレーによる初期消火訓練
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自
主
防
災
組
織
の
結
成

　
志
楽
地
域
も
高
齢
化
が
進
み
、
災
害
な
ど

か
ら
自
分
た
ち
の
命
を
守
る
た
め
の
し
く
み

が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
大
規
模
災

害
時
な
ど
行
政
だ
け
に
任
せ
ら
れ
な
い
場
合

も
想
定
さ
れ
ま
す
か
ら
。

　
そ
こ
で
昨
年
10
月
、
自
治
連
合
会
で
あ
る

志
楽
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
協
議
会
と
し
て
、
志
楽

小
学
校
で
校
区
全
体
の
防
災
訓
練
を
初
め
て

実
施
し
、
日
ご
ろ
の
備
え
の
必
要
性
に
つ
い

て
参
加
者
の
皆
さ
ん
と
思
い
を
共
有
し
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
今
年
２
月
に
泉
源
寺

自
治
会
と
し
て
念
願
の
自
主
防
災
部
を
立
ち

上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
消
防
や

自
衛
隊
が
す
ぐ
に
救
援
に
駆
け
付
け
ら
れ
る

か
ど
う
か
は
、
先
の
大
震
災
な
ど
の
状
況
を

思
い
起
こ
せ
ば
容
易
に
想
像
で
き
ま
す
。

　
舞
鶴
市
で
も
平
成
16
年
の
台
風
23
号
で

は
、
自
衛
隊
、
海
上
保
安
庁
、
警
察
な
ど
防

災
関
係
機
関
の
救
助
活
動
が
自
然
の
力
に
阻

ま
れ
ま
し
た
。

　
大
規
模
災
害
時
に
こ
そ
、
普
段
か
ら
の
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
そ
し
て
、
自

主
防
災
組
織
の
活
動
が
力
を
発
揮
す
る
の
で

す
。

　
自
主
防
災
組
織
が
結
成
さ
れ
て
い
な
い
地

域
は
、
自
治
会
の
会
合
な
ど
で
地
域
の
実
状

に
合
っ
た
方
法
で
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
取

り
組
み
を
始
め
、
自
主
防
災
組
織
を
結
成
し

ま
し
ょ
う
。
危
機
管
理
・
防
災
課
や
各
消
防

署
で
は
、
自
主
防
災
組
織
の
結
成
や
活
動
に

つ
い
て
、
相
談
や
助
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
普
段
か
ら
の
地
域
の
防
災
活
動
が
、
万
が

一
の
と
き
、
あ
な
た
の
命
は
も
と
よ
り
、
家

族
や
隣
近
所
の
人
の
命
を
救
う
こ
と
に
な
る

の
で
す
。

　▼
自
主
防
災
組
織
・
活
動
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
は
、
危
機
管
理
・
防
災
課
（
☎
66
・
１
０

８
９
）
へ
。

自
分
た
ち
の
地
域
を
守
る
た
め
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
「
隣
近
所
で
助
け
合
う
こ
と
が
大
切
だ
」
と
の
強
い
思
い
で
、
志
楽
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
協
議
会
の
理

事
長
と
し
て
、
ま
た
、
泉
源
寺
自
主
防
災
部
副
部
長
と
し
て
自
主
防
災
組
織
の
立
ち
上
げ
と
活
動
に

積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
﨑
山
正
美
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

各地域で毎年自主防災訓練が実施されています

①起震車による地震体験

②煙の中から避難

③備蓄食料品で配食

地
域
の
力
が
み
ん
な
の
命
を
救
う

▲災害時に備え東舞鶴高校の体育館の鍵を預かる

お知らせ

　市では、緊急情報伝達試験を下記のとお
り実施します。これは、全国瞬時警報シス
テム（J

ジェイ

-A
ア ラ ー ト

LERT) を通じて国から送られてく
る緊急情報を、「防災行政無線」や「まいづ
るメール配信サービス」を用いて市民の皆
様にお知らせするものです。ご理解とご協
力をお願いします。

【日時】
　９月 11 日㈬ 11 時と 11 時 30 分の 2 回

【内容】
❖防災行政無線…「これは、試験放送です」

「こちらは、ぼうさい舞鶴市です」「（チャ
イム）」を放送
❖まいづるメール配信サービス…「国民保
護情報」「これは試験放送です」「対象地域：
全土区域」を送信
▶詳しくは、危機管理・防災課（☎ 66・1089）へ。

全国一斉の緊急情報伝達試験

④初期消火訓練

⑤倒壊家屋からの救出

⑥土嚢
のう

を作る

避難所開設のイメージ図

市が避難所を開設
（市職員を配置）

地域が自主的に
避難所を開設

風水害発生
（大雨や土砂災害など）

避難所としては
開設しない

◆自主避難所（大浦会館、東公民館、中総合
会館、西支所、加佐公民館）を開設
◆災害などの状況により必要と判断した地域
の避難所を開設

◆近隣の学校や集会所、工場の会議室など
（事前に協定を締結しておくなど地域に応じ
た対策を検討しておく必要があります）

◆隣近所や集会所など安全な場所へ自主避難
◆山際の住宅などでは、山の反対側の２階な
どへ避難（垂直避難）

ポイント！

災害の発生（大雨や土砂災害など）
（注）ゲリラ豪雨や土砂災害の発生時に
は避難所の開設が間に合わない場合が
あります。

▲﨑山正美さん（66 歳、泉源寺）

「自分の命は自分で守る」
　「家族の命は家族で守る」
　　「地域の命は地域で守る」

志
楽
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
協
議
会 

理
事
長

﨑
山  

正
美 

さ
ん

泉
源
寺
自
主
防
災
部
　
副
部
長

必
要
で
す
が
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
や
地
震
な
ど
の

急
激
な
災
害
の
と
き
に
は
、
行
政
の
対
応
に

も
限
界
が
あ
る
の
で
、
自
分
た
ち
で
で
き
る

こ
と
は
自
分
た
ち
で
や
る
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
活
動

　
志
楽
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
協
議
会
と
し
て
は
、

ま
ず
各
自
治
会
に
自
主
防
災
部
を
作
っ
て
も

ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
大
き
な
対
応

は
自
主
防
災
会
で
、
き
め
細
か
い
対
応
は
各

自
治
会
の
実
情
に
あ
っ
た
自
主
防
災
部
と
、

お
互
い
の
強
み
を
生
か
せ
れ
ば
相
乗
効
果
と

な
り
、よ
り
良
い
組
織
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
自
主
防
災
会
・
部
の
役
員
だ
け
が
頑
張
る

の
で
は
な
く
、
地
域
住
民
全
員
に
ど
の
よ
う

に
し
て
自
主
防
災
の
重
要
性
を
伝
え
る
の

か
、
そ
し
て
活
動
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
の

か
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
自
主
防
災
組
織
の
活
動
は
、
ま
だ
ま
だ
始

ま
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、
な
ん
と
か
隣
近
所

で
助
け
合
え
る
形
に
な
る
よ
う
に
、
こ
れ
か

ら
も
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

泉
源
寺
自
主
防
災
部
の
活
動

　
泉
源
寺
自
主
防
災
部
で
の
活
動
と
し
て

は
、
部
員
25
人
の
班
分
け
を
行
い
、
ま
ず
１

班
１
活
動
と
し
て
活
動
内
容
を
考
え
て
も
ら

う
ほ
か
、
消
火
栓
な
ど
防
災
設
備
の
位
置
確

認
や
過
去
に
土
砂
崩
れ
が
起
こ
っ
た
記
録
の

あ
る
場
所
の
巡
視
、
必
要
な
防
災
資
機
材
の

検
討
・
準
備
な
ど
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め

て
い
ま
す
。

東
舞
鶴
高
校
と
協
定
を
締
結

　
東
舞
鶴
高
校
は
泉
源
寺
地
区
に
あ
り
、
日

ご
ろ
か
ら
定
期
的
な
会
合
を
開
い
て
い
ま
し

た
。
そ
の
縁
も
あ
り
、
昨
年
「
災
害
時
に
お

け
る
避
難
所
と
し
て
の
使
用
に
関
す
る
協

定
」
を
締
結
し
、
普
段
か
ら
鍵
を
預
か
り
、

大
き
な
災
害
の
時
に
は
自
分
た
ち
で
体
育
館

の
鍵
を
開
け
て
自
主
的
に
避
難
で
き
る
体
制

を
作
り
ま
し
た
。

　
そ
の
他
に
も
、
泉
源
寺
集
会
所
は
市
の
指

定
す
る
避
難
所
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
状
況

に
応
じ
て
避
難
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
市
役
所
な
ど
行
政
の
支
援
も

防災
特集 《自主防災組織》 防災

特集《自主防災組織》

① ② ③

④ ⑤ ⑥
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東図書館の休館日を変更
利用しやすい図書館へ

利用しやすい市役所庁舎へ

　市役所庁舎の老朽化に伴い本館トイレの改修工事
を９月上旬から実施します。
　また、子育て世代や障害のある方にも利用しやす
いよう１階には多目的トイレと授乳室も設置。
　今後とも、利用しやすい市役所庁舎を目指します。

《工期中のお願い》

　工事期間中、庁舎周辺にバリケードを設置したり、
庁舎内のトイレの一部が使用できなくなります。ご
理解とご協力をお願いします。

▶詳しくは、管財契約課（☎ 66・1045）へ。

　利用しやすい図書館を目指し、10 月から東図書
館の休館日を毎週月曜日から毎週木曜日に変更。こ
れにより国民の祝日などを除いて、東・西図書館の
どちらかが開館していることになります。
　なお、西図書館はこれまでのとおり毎週月曜日が
休館日。また、開館時間の延長日は東図書館は金曜
日に変わり、西図書館は変わらず火曜日です。

《月末の図書の整理日の変更》

　毎月月末に休館し実施している図書などの整理日
を次のとおり変更します。

　　❖東図書館…毎月最終火曜日
　　❖西図書館…毎月最終水曜日

　今後とも、利用しやすい図書館を目指します。

▶詳しくは、東図書館（☎ 62・0190）へ。

《情報公開コーナーを移設》

　市役所庁舎の改修工事に伴い、本館１階にあ
る「情報公開コーナー」を９月９日㈪から同３
階、企画政策課横に移設します。詳しくは、下
図のとおり。
▶詳しくは、総務課（☎ 66・1044）へ。

トイレを全面改修　１階には「授乳室」を設置

曜日 東図書館 西図書館

月 開館 休館

火 開館 開館（※）

水 開館 開館

木 休館 開館

金 開館（※） 開館

土 開館 開館

日 開館 開館

※19時まで開館（平時は10時～18時まで）

▲東図書館

【図書館の開館日】

▲西図書館

【本館３階 フロア図】

市
長
室

特
別

応
接
室

職員課

総務課財政課

企画政策課

301 会議室市政
記者室

広報
広聴課

文書
発送室

302
会議室

秘書課 副市長室

副市長室

女トイレ

男トイレ

エレベーター

ココ

情報公開
コーナー

災害の時、避難に助けが必要な人がいます

▶災害時要援護者に関するお問い合わせは、
　保健福祉企画課（☎ 66・1011）へ。

　東日本大震災では死亡者のうち約６割が 65 歳以上の
高齢者であったと推計されていますが、災害時要援護
者名簿の活用により、要援護者の命を救えた事例も多
数報告されています。
　市では、要援護者の避難支援を迅速かつ的確に行う
ため、１人ひとりに対して誰がどのようにして避難支
援を行うのかをあらかじめ定めた個別支援計画の作成
を進めています。また、平時から地域と要援護者の情
報を共有し、地域において支援できる体制づくりを目
指しています。
　支援体制の構築には、地域の皆さんの協力が必要不
可欠です。余力のある範囲で要援護者への支援にご協
力をお願いします。

◆ひとり暮らしの高齢者
◆介護を必要とする人（おおむね要介護度３以上の人や重度の障害者）
◆小学生以下の子どもがいるひとり親世帯で安否確認が必要な人
◆コミュニケーションが十分にできない外国人　　　　　　など

災害時要援護者

防災
特集《災害時要援護者》

災害時要援護者支援のイメージ図

自主防災組織

民生児童委員

市

災害時要援護者

自治会

避難支援者（家族、近隣住民等）

情報共有

支援

支援

支援

支援

登録

情報共有

情報共有 情報共有

　市では、要援護者の人を対象に、「災害時要援護者
台帳」への登録を案内しています。
　登録をすると、市と避難支援者や民生児童委員、自
主防災組織などが情報を共有し、自力で避難が困難な
人の把握や情報伝達、避難支援などが各地域で円滑に
できるようになります。
　要援護者に該当し、同台帳へ登録を希望する人は、
市が配布している「個別支援計画」に必要事項を記入
して保健福祉企画課へ提出してください。

災害時要援護者台帳への登録を

　なお、同台帳に登録した情報を地域と共有する
ことなど、個人情報の取り扱いについて同意して
いただく必要があります。
　この取り組みは、同台帳への登録により、避難支
援者に必ず助けてもらえることを約束するものでは
なく、避難支援者に支援を強要するものでもありま
せん。しかし、要援護者の避難を地域全体で支援す
ることの意義をご理解いただき、ご協力をお願いし
ます。不明な点は、保健福祉企画課まで。

▲災害時要援護者の避難を想定した訓練の様子
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　10 月１日㈫から白糸中学校で給食が始まります。
スクールランチ方式（※）で実施し、和田・若浦・
加佐中学校に加え市内で４校目。
　給食は、主食（ご飯）と牛乳、副食４品を基本に、
週３回程度は汁物を提供。栄養士が栄養バランスを
考えた献立を作成し、地元産の農水産物を多く取り
入れています。また、食物アレルギーのある生徒に
は除去食も準備します。
　給食費（食材費）は１食 300 円で、成長期にあ
る中学生に、安心・安全で栄養バランスの取れたお
いしい給食を提供します。
　なお、12 月から青葉中学校で、来年度から城南・
城北中学校で給食を開始する予定です。
▶詳しくは、学校教育課（☎ 66・1072）へ。

中学校給食　白糸中学校で開始
成長期の栄養バランスをサポート

▲楽しい給食の時間（和田中学校）

　市営駐車場の利便性の向上を図るため、10 月１
日㈫から南田辺駐車場と七条海岸駐車場を無人化し
自動料金システムを導入します。
　これにより両駐車場ともに 24 時間利用できるよ
うになります。
　無人化に向けた工事を９月末まで実施。期間中
は、車の収容台数が減少しご迷惑をお掛けします
が、ご理解とご協力をお願いします。

南田辺・七条海岸駐車場が無人化へ

《ご注意ください》
　10 月１日以降、係員が常駐しません。次の点に
ご注意ください。
❖障害者等割引…都市計画課、障害福祉課、西支所
保健福祉係で割引券の交付を。

旧回数券の交換をお忘れなく

❖磁気のない旧回数券…使用できなくなります。都
市計画課か西支所庶務係で交換を。

▶詳しくは、都市計画課（☎ 66・1048) へ。
▲南田辺駐車場 ▲七条海岸駐車場

◀障害者割引券

◀新しい回数券

　アダプトとは英語で「○○を養子にする」という意
味。市では、道路や公園など公共の場所を養子に見立て、
わが子のように面倒をみる（清掃する）活動を支援し
ています。現在、29 団体６家族７個人、計 779 人が

「アダプト・プログラムまいづる里親制度」に登録し地
域の環境美化活動に取り組んでいます。あなたも地域
の里親になってきれいなまちを育ててみませんか。

【活動場所】駅周辺や国道など 13 か所（指定以外の
場所はご相談ください）

【対象】年６回以上の清掃活動やごみの散乱状況の報
告などができる個人か団体

【その他】ごみ袋や清掃用具・ユニホームを支給。集
めたごみは市が回収

【申し込み方法】所定の用紙で生活環境課（☎ 66・1005）へ。

アダプト・プログラムまいづるの里親募集
道路や公園などを美しく「育てる」

　体操やストレッチ、筋力トレーニングなど、健康づ
くりに取り組む老人クラブやサロン団体に運動指導員
を随時派遣しています。活動の活性化や健康維持に
ぜひご利用ください。詳細は次のとおり。

【場所】申し込み者で準備
【内容】運動指導員を月２回派遣
【対象】地域・自治会を基本とした 10 人以上で定期
的に運動に取り組む高齢者団体

【料金】半年間無料（無料期間後は 1,000 円で月２回
派遣可）

【申し込み方法】電話で高齢者支援課（☎ 66・1018）へ。

運動指導員を派遣
地域で楽しい健康づくり始めてみませんか？

▲ユニホームを着て清掃活動を行う里親の皆さん▲ストレッチ体操もみんなで楽しく♪

※スクールランチ
方式…民間の調理
場で調理した給食
を弁当箱に詰めて
学校へ配送する方
式

「 救急講習会  P
プ ッ シ ュ

USH プロジェクト 」
もしもに備えて

　今、心臓突然死で亡くなる人が年間約６万人いる
と言われています。市では、１人でも多くの命を救
うため、簡易な心肺蘇生法を多くの人に学んでもら
う「PUSH プロジェクト」を推進しています。ぜひ、
ご参加ください。無料。

【日時】９月 15 日㈰ 14 時～ 16 時
【場所】総合文化会館
【内容】京大健康科学センター准教授・石見拓さんの
講演と消防本部による救急実演と PUSH 講習（胸骨
圧迫心臓マッサージと AED の使い方）

【定員】先着 200 人
▶詳しくは、健康増進課（☎ 65・0065）か救急救
助課（☎ 64・0119) へ。

▲心臓マッサージの講習の様子

　市民団体などが取り組む地域力再生活動に助成金
を交付します。

【対象・内容】ボランティア団体や NPO 法人、自
治会などが取り組む環境保全・子育て支援・福祉・
防犯活動などに係る経費（事業費 15 万円以上で平
成 25 年度中に事業を完了すること）。

【交付率】事業費の３分の２以内または全額（事業
の種類により限度額あり）

【申し込み方法】９月 30 日㈪までに所定の用紙（企
画政策課、中丹広域振興局企画振興室に備え付け）
で同課へ。
▶詳しくは、企画政策課（☎ 66・1042）か中丹広
域振興局企画振興室（☎ 62・2031）へ。

　舞鶴市駅伝競走大会を実施します。雨天決行
【日時・場所】10 月６日㈰ 10 時 30 分、市役所前
スタート

【内容】❖男子高校・男子一般（６区間、32・９㌔）
❖男子中学・女子中学・女子一般（６区間、18・３㌔）

【参加費】１チーム 1,500 円（中学生は 1,000 円）
【申し込み方法】所定の用紙（スポーツ振興課、東
体育館、文化公園体育館などに備え付け。市ホーム
ページからダウンロード可）で。９月 13 日㈮必着
▶詳しくは、スポーツ振興課（☎ 66・1058）へ。

地域力再生交付金の受け付け
地域の活動を応援します

駅伝競走大会　参加者を募集
スポーツの秋！

▲昨年の様子
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住宅・土地統計調査にご協力を

　10 月１日㈫を調査期日に「住宅・土地統計調査」
が総務省により実施されます。
　この調査は、住宅と住環境に関する統計調査で、
少子高齢社会を支える居住環境や耐震性・防火性な
どの住宅性能水準の達成度、土地の有効利用状況な
どを明らかにすることを目的としています。
　９月上旬から中旬にかけて調査員証を携帯した調
査員が準備調査のため調査対象に選定された地域を
巡回しています。９月下旬から調査員が、調査対象
世帯を訪問しますので、調査の趣旨をご理解いただ
き、ご協力をお願いします。
▶詳しくは、市役所総務課（☎ 66・1044）へ。

赤十字運動への協力お礼

　５月と６月に取り組んだ日本赤十字社活動資金の募
集では、皆さんのご理解とご協力で、777 万 8,240
円が集まりました。ありがとうございました。
　寄せられた資金は、日本赤十字社で国内外の災害救
護活動や救援資器材の整備などに活用されます。
▶詳しくは、保健福祉企画課（日本赤十字社舞鶴市地
区、☎ 66・1011）へ。

島根県・山口県、岩手県・秋田県
大雨災害義援金の受け付け

　７月下旬から８月上旬にかけての大雨による島根
県・山口県、岩手県・秋田県での被害に対し、被災
者の生活再建の一助とするため義援金を受付中。
　義援金箱を市役所本館 1 階ロビー、西支所に設置。
　皆さんの温かいご協力をお願いします。
▶詳しくは、保健福祉企画課（日本赤十字社舞鶴市
地区、☎ 66・1011）へ。敬老の日のお祝い

　敬老の日（９月 16 日㈷）を中心に、長年にわたって
社会に貢献してこられた高齢者を敬い、お祝いします。

【白寿（99 歳）のお祝い】　白寿を迎えられた 40 人の
皆さん（大正３年生まれ）にお祝いの品を贈ります。

【米寿（88 歳）のお祝い】　米寿を迎えられた 482 人
の皆さん（大正 14 年生まれ）には地域の敬老会など
でお祝いの品を贈ります。

【その他】　地域ごとに敬老会が開催されます。
▶詳しくは、高齢者支援課（☎ 66・1013）へ。

特定健康診査（集団健診）を実施

　40 ～ 64 歳の国民健康保険加入者を対象に特定健
康診査（集団健診）を実施。受診券は送付済み。無料。

【実施日】９月３日㈫～ 12 月１日㈰の指定した日
【受診場所】保健センターか各地区の公民館
【健診内容】問診、身体計測、血圧測定、尿検査、血
液検査、心電図

【対象】40 ～ 64 歳の国保加入者（昭和 24 年４月１
日～昭和 49 年３月 31 日生まれ）
※ 65 ～ 74 歳の被保険者で、6 ～７月に未受診の人も受診可。
希望者は問い合わせを

▶詳しくは、保険医療課（☎ 66・1003）へ。

秋の全国交通安全運動

　９月 21 日㈯～ 30 日㈪、「京の秋　マナーとゆとり
で　事故はなし」を統一標語に秋の全国交通安全運動
を実施。また、９月は高齢者の交通事故防止強化月間
です。悲惨な交通事故を起こさないよう 1 人ひとりが
交通ルールの遵守とマナーの向上に努めましょう。

《啓発事業》「交通事故ゼロを目指せ！安全を載せて」
【日時】 ９月 21 日、13 時 15 分～ 16 時 30 分
【内容】 JR 東舞鶴駅西公園をスタートし三条通から
総合文化会館まで白バイやパトカー、園児などによ
るパレード。到着後、総合文化会館で警察犬のパフ
ォーマンスやチャッタマンショーなどを実施。
▶詳しくは、市交通対策協議会事務局

（市民相談課内、☎ 66・1006）へ。

　南公民館のトイレの改修工事に伴い、11 月 18
日㈪～ 12 月２日㈪の期間、午前・午後の部屋の使
用を中止します（夜間は使用可）。ご理解とご協力
をお願いします。
　※窓口業務と図書の貸し出しは通常どおり。

▶詳しくは、南公民館（☎ 62・0288）へ。

南公民館　改修工事のため一部休館

市議会９月定例会

　市議会９月定例会の日程は
右表のとおり。いずれも傍聴
できます。
　定員は本会議が先着各 38 人、
委員会が先着各 15 人。
▶詳しくは、議会事務局（☎
66・1060）へ。

日　時 内　容 場　所
　９月４日（水）   10 時 30 分から  本会議（提案説明）

 市議会議場
　　  13 日（金）   10 時から  本会議（代表質問）
　  　17 日（火）   10 時から  本会議（一般質問）
　  　18 日（水）   10 時から  本会議（一般質問、質疑）
　  　20 日（金）   10 時から  予算決算委員会（代表質疑）
　　  24 日（火）   10 時から  経済消防

委員会・分科会
 （委員会の開催順序は変更に
   なることがあります）  議員協議会室

　　  25 日（水）   10 時から  民生労働
　　  26 日（木）   10 時から  建　　設
　　  27 日（金）   10 時から  総務文教
  10 月 1 日（火）   10 時から  予算決算委員会
 　　   7 日（月）   10 時 30 分から  本会議　（委員長報告、討論、採決）  市議会議場

（予定）

【日時】９月８日㈰ 10 時～ 16 時
【場所】東浄化センター
【その他】先着 50 人に花苗と肥料を進呈。舞鶴高
専の協力で休憩所を設置
▶詳しくは、下水道総務課（☎ 66・1028）へ。

【日時】10 月 14 日㈷までの９時～ 17 時（月曜、
祝日は休館）

【内容】NHK 大河ドラマ「八重の桜」にちなみ新島
襄や山本覚馬に関り、明治時代に活躍した舞鶴出身
の増山守正や高田畊安、河村真六を紹介
▶詳しくは、郷土資料館（☎ 75・8836）へ。

郷土資料館企画展「明治の舞鶴人  旧習一新」

９月 10 日は下水道の日　下水道施設見学会
【日時】９月 26 日㈭～ 11 月に計５回。19 時～ 21 時
【場所】中総合会館ほか
【内容】竹林整備の知識や有効利用など（実習あり）
【講師】京都発・竹・流域環境ネット
【定員】25 人（多数の場合選考）
【申し込み方法】９月 17 日㈫までに電話で農林課
（☎ 66・1023）へ。

里山のしごと人 育成セミナー

　消防団の効率的・効果的な組織運営を図
るため、「舞鶴市消防団審議会」を設置。
委員を募集します。

【任期】委嘱日～答申日
【内容】消防団の編成・運営、機械装備の配置
などを審議

【対象】市内在住の 18 歳以上
【定員】２人（多数の場合抽選）
【申し込み方法】住所、氏名、年齢、性別、
職業、電話番号、志望理由を郵便か電子メ
ール（syoubou@post.city.maizuru.kyoto.
jp）で消防本部総務課へ。９月 16 日㈷必着
▶ 詳 し く は、 消 防 本 部 総 務 課（ ☎ 66・
1090）へ。

中小企業で働く方への融資制度

　市では、中小企業で働く方の福利厚生向上の一環
として、ろうきん（舞鶴支店）と提携した融資制度
を実施しています。
　ご家族の教育資金や医療、住宅リフォーム、自動
車の購入など、幅広い用途にご利用いただけます。

【対象】市内在住で従業員 300 人以下の事業所に１年
以上勤務し、年収が 150 万円以上の人

【融資】150 万円まで。返済期間は７年以内。金利は年
２㌫（完済後 0.7㌫を市が補給）。保証料が別途必要
▶融資についてのお問い合わせは、ろうきん舞鶴支店

（☎ 62・5541）へ。

舞鶴市消防団審議会 委員を募集

高浜町の

お知らせ　　和田 de 路地祭
　風情ある町並みの中。ギャラリーやカフェを楽しんで。

【日時】９月 15 日 ( 日 ) と 16 日 ( 祝 )　10：00 ～
【場所】高浜町和田地区
【内容】 ❖民宿ギャラリー　❖古着ファッションショー
　　　 ❖馬車の巡行　　　❖まちなかライトアップ

【問い合わせ先】実行委員会事務局
　　　　　　 　（高浜町役場まちづくり課内、☎ 0770・72・7705）

まちなかライトアップまちなかライトアップ
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箏と三味線、十七絃の音色

文化の秋を満喫

海の見える市役所　ロビーコンサート

総合文化祭　市内各所で開催

　穏やかな音楽の生演奏で文化の香りを届ける市役
所ロビーコンサートを開催しています。

【日時】 ９月 17 日㈫ 12 時 10 分～ 12 時 50 分
【場所】 市役所本館市民ホール
【内容】 箏アンサンブル斗為巾による演奏
　《出演者》
　　 立道明美、森めぐ美、大久保美穂、
　　 本田京子、堀田裕子
　《曲目》
　   ❖女々しくて
　　❖ヘビーローテーション
　　❖五臓六腑
　　❖八段

《出演者を募集》

【開催日時】11 月、来年１月、３月の平日、
　　　　　  12 時 10 分～ 12 時 50 分

【応募対象】
　❖ 18 歳以上の個人か少人数のグループ
　❖窓口業務に支障のない音量のもの（要件あり）

【その他】実行委員会で選考。10 月上旬に結果を通知
【申し込み方法】所定の用紙（文化振興課に備え付
け。市ホームページからダウンロード可）にデモ音
源（CD か MD）を添えて９月２日㈪～ 20 日㈮に
同課へ持参か郵送。
▶詳しくは、実行委員会（文化振興課内、☎ 66・
1019）へ。

月 日 時　間 行　　事　　名 会　場

10

４～６ ９:00 ～ 17:00
特別合同祭典「陶芸・前
結び・編み物・盆栽展示
発表会」

総合文化会館

４～６ ９:00 ～ 17:00 全日写連舞鶴支部写真展 総合文化会館
４～６ ９:30 ～ 17:00 鶴美展 市政記念館
４～６ ９:00 ～ 17:00 引揚記念館巡回展 総合文化会館

６ 13:00 ～ 16:30
開会式・特別合同祭典

「洋楽・洋舞ジョイント
コンサート」

総合文化会館

６ 9:00 ～ 17:00 舞鶴市民川柳大会 西公民館
11 ～ 13 9:30 ～ 17:30 彩絵画会展 総合文化会館
11 ～ 13 9:00 ～ 17:00 柊展 市政記念館
11 ～ 13 9:00 ～ 17:00 書道連盟会員展 西駅交流センター

12 ～ 14 9:00 ～ 18:00
写団「北京都・写楽」
写真展 中総合会館

13 10:00 ～ 19:00 中国文化展示会 中総合会館
14 13:00 ～ 16:30 ナツメロ歌謡祭 総合文化会館

18 ～ 20 9:00 ～ 17:00 墨彩画華 絵画展 西総合会館
19 19:00 ～ 21:00 舞鶴市民吹奏楽団定期演奏会 市民会館

19・20 10:00 ～ 16:00 お茶といけ花の祭典 総合文化会館

　市文化協会の加盟団体が、日頃の練習の成果を披
露する総合文化祭を 10 月４日㈮から市内各所で開
催します。今年は 10 月４日～６日㈰に「陶芸・前
結び・編み物・盆栽展示発表会」、10 月６日に「開
会式」と『洋楽・洋舞ジョイントコンサート』を実施。
また、10 月 26 日㈯と 27 日㈰に「芸能祭」を開催

するほか、11 月 24 日㈰まで市内各所で陶芸作品
や絵画、写真、書道、歌などが発表されます。日程
は下表のとおり。

▶詳しくは、市文化協会事務所（火・水・金曜日の
13 時～ 16 時、☎ 64・5109）へ。

月 日 時　間 行　　事　　名 会　場

10
25 ～ 27 9:30 ～ 17:30 水墨画緑峰会展 西駅交流センター
26・27 12:30 ～ 16:30 芸能祭 総合文化会館

27 9:30 ～ 16:00 舞鶴岳風会 吟道大会 中総合会館

11

２～４ ９:00 ～ 17:00 一照会書道展 西駅交流センター
２～４ ９:00 ～ 19:00 写団「キャラット」写真展 市政記念館

３ ９:30 ～ 15:30 大阪北京都岳風会吟道大会 中総合会館
４ ９:30 ～ 17:00 舞鶴市民俳句大会 商工観光センター

９・10 ９:00 ～ 17:00 舞鶴盆栽水石展 市政記念館
10・11 ９:00 ～ 17:00 あしで会書展 西駅交流センター

10 13:00 ～ 16:00 日本舞踊おさらい会 南公民館
15 ～ 17 ９:30 ～ 17:00 龍翔書道会展 西駅交流センター

17 13:30 ～ 15:30 朗読コンサート 市政記念館

22 ～ 24 10:00 ～ 17:00
紫宝会水墨画・
日本画習作展 西総合会館

23 ９:00 ～ 17:00 舞鶴囲碁大会 中総合会館

23 18:30 ～ 20:00
舞鶴クラリネット
アンサンブル定期演奏会 総合文化会館

23 19:00 ～ 21:00 ニューサウンズ・コンサート 市民会館
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全
国
大
会
出
場
お
め
で
と
う

☆
全
国
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

（
8
月
2
日
～
5
日
、
長
岡
京
市
）

磯
井
祥
子
（
中
筋
小
６
年
）、
髙
口

樹
（
岡
田
小
６
年
）、道
海
陽
菜
（
倉

梯
小
６
年
）、
山
本
琴
音
（
志
楽
小

６
年
）、石
井
花
歩（
倉
梯
小
５
年
）、

渋
谷
希
水
（
志
楽
小
５
年
）、
仲
野

莉
央
（
中
筋
小
５
年
）、小
西
里
奈
、

清
水
彩
花
（
以
上
高
野
小
４
年
）、

永
野
由
莉
菜
（
岡
田
小
４
年
）

☆
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

（
８
月
８
日
～
22
日
、
兵
庫
県
）

木
村
典
嗣
（
福
知
山
成
美
高
２
年
、

城
北
中
出
身
）

☆
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

競
泳
競
技
（
８
月
17
日
～
８
月
20

日
、
長
崎
県
）

越
後
智
行
（
西
舞
鶴
高
１
年
）

☆
全
国
中
学
校
陸
上
競
技
選
手
権

大
会（
８
月
19
日
～
21
日
、愛
知
県
）

佐
古
田
走
（
城
南
中
3
年
）

☆
全
国
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

（
８
月
19
日
～
21
日
、
愛
知
県
）

井
上
昂
、
梅
原
睦
矢
（
以
上
城
南

中
3
年
）

☆
全
国
中
学
生
ウ
エ
イ
ト
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
競
技
選
手
権
大
会
（
８

月
22
日
、
神
奈
川
県
）

西
村
玲
司
、
森
本
佳
奈
（
以
上
白

糸
中
２
年
）

☆
全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交
流
会

（
8
月
23
日
・
24
日
、
神
奈
川
県
）

足
立
莉
歩
、永
野
真
菜
、布
川
真
穂
、

水
島
沙
和
子（
以
上
中
筋
小
６
年
）、

武
野
伶
奈
（
朝
来
小
６
年
）               

☆
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
夏
季
水
泳
大
会

（
8
月
25
～
30
日
、
東
京
都
）

越
後
智
行
（
西
舞
鶴
高
１
年
）

☆
全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会
マ
ス

タ
ー
ズ
の
部
（
10
月
25
日
～
27
日
、

鹿
児
島
県
）

新
妻
四
郎
（
伊
佐
津
）
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全
国
大
会
で
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成
績

☆
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

（
７
月
28
日
～
８
月
20
日
、
大
分

県
ほ
か
）

❖
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
３
位

…
櫻
井
悠
希
、
山
下
正
直
（
以
上

綾
部
高
３
年
、
城
南
中
出
身
）、

土
屋
裕
也
（
同
３
年
、
城
北
中
出

身
）、
小
谷
大
和
（
同
２
年
、
青

葉
中
出
身
）

❖
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
準
優

勝
…
平
尾
大
嗣
（
藤
枝
明
誠
高
３

年
、
城
南
中
出
身
） 

❖
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エ
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ト
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ィ
ン
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競
技

…
１
０
５
㌔
級
優
勝
　
瀬
野
郁
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（
加
悦
谷
高
３
年
、
白
糸
中
出
身
）、
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㌔
級
準
優
勝
　
濱
田
翔
太
（
海

洋
高
３
年
、
若
浦
中
出
身
）　
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　７月 26 日～８月４日にブルガリアで開催された

聴覚障害者のオリンピック「2013 夏季デフリンピッ

ク」の卓球女子シングルスで金メダル、女子ダブル

スで銀メダル、国別対抗女子団体で銅メダルを獲得

した上田萌さん（日星高出身、日立化成所属）が８

月 16 日、市役所を訪れ、多々見市長から舞鶴市優

秀スポーツ賞特別優秀賞が贈られました。

　表彰式では「いろいろな人が支えてくれたおかげ

で金メダルがとれました。将来は自分も選手を支え

る側となって、オリンピックでメダルをとれる選手

を育てたいと思います」と市長に報告されました。

上田萌選手  金メダルおめでとう

　８月７日、文化公園プールで小学生水泳大会が開催

され、市内の小学校５・６年生 275 人が参加。クロー

ル、平泳ぎ、背泳ぎ、リレーの各種目で、熱戦を繰り

広げました。元気いっぱいに泳ぐ児童たちに、プール

サイドに集まった保護者やクラスメートらが大きな声

援を送っていました。

25㍍先の未来へ

▲金メダル獲得の喜びを語る上田選手

▲水しぶきを上げて精一杯泳ぐ

CAMERA EYE
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CAMERA EYE
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04

「七
し っ ぽ う

宝かさね」に挑戦

海の貴婦人「日本丸」初寄港

　７月 25 日、ジャパンマリンユナイテッド㈱舞鶴事業所で「親
子で探検！造船所ってどんなとこ？」（近畿運輸局京都運輸支
局主催）が行われ、市内外から集まった家族５組 11 人が参加
しました。参加者はバスに乗って、明治 35 年に建てられた舞
鶴館（旧舞鶴海軍工廠本館）や大正３年に造られた第３号ドッ
ク（旧舞鶴海軍工廠第二船渠）などを見学。同事業所職員の説
明に熱心に耳を傾けていました。参加者は「船の作り方が分かっ
てよかった」と話していました。

造船所に行ってきたよ

01  ３号ドッグで
　　建造中の船舶
02  舞鶴館で造船技術
　　の変遷を学ぶ

　帆船「日本丸」の京都舞鶴港への初寄港。
  ７月 28 日に、来年夏に開催される「海フェ
スタ京都」の PR イベントが行われました。会
場では、ステージパフォーマンスのほか、北部
５市２町のご当地グルメや PR ブースなども並
び、約 4,000 人の来場者でにぎわいました。
　また、船内見学会も行われ「海の貴婦人」と
呼ばれる優雅な姿の帆船を船上から楽しみまし
た。
　翌日、29 日には、シップスクールが開かれ、
参加した子どもたちは、船の仕組みや航海中の
話などについて真剣に学んでいました。

森は友達 わくわく体験

▲世界にひとつだけの作品を仕上げる

　８月５日、赤れんが工房で、市内の小学生６人が、
「七宝かさね」を体験しました。「七宝かさね」は、金
箔や銀箔、螺

ら で ん

鈿などを図柄に合わせて張り重ねる技法
を使った工芸。合同会社まいづる広域観光公社が舞鶴
固有の魅力を紹介する着地型観光ツアー「まいづる四
季旅」の一環として実施したもの。参加した子どもた
ちは、「薄い箔を下絵に合わせて切るのが難しかった」

「上手にできてうれしかった」と話していました。

▲自由自在にロープを操って遊ぶ子どもたち

　８月４日、舞鶴自然文化園で「ツリークライミング・
舞鶴自然文化園の木に登ろう」が行われ、小学生とそ
の親 24 人が参加しました。木と戯れて遊ぶことで、
体力と自然を大切にする心を育んでもらおうと花と緑
の公社が企画したもの。インストラクターに手伝って
もらいながら、おそるおそる木に登っていた子どもた
ちは、慣れてくると、自ら木の幹にまたがったり、逆
さ向けにぶら下がったりと自然との一体感を楽しんで
いました。
　参加した子どもたちは「初めて木の上に登った」「怖
かったけど、とても楽しかった」「木の上からは海が
見えて、とてもきれいだった」などと話していました。

緑のしあわせ
　７月 27 日、旧岡田中小学校で「万願寺まつり」
が行われました。加佐地区でも多く生産されている
舞鶴発祥の京のブランド野菜「万願寺甘とう」をた
くさんの人に食べてもらおうと地元有志の実行委員
会が企画したもので、今年で３回目。イベントでは

「万願寺喰い競争」や「流し万願寺」、「万願寺タワー
選手権」などのゲームが催されたほか、万願寺甘と
うを使ったシフォンケーキや串カツなどの販売も行
われ、大勢の来場者でにぎわいました。

03

▲万願寺タワー選手権に挑戦

01 02

01「海の貴婦人」の名に
　　ふさわしい白い船体
02 東舞鶴高と西舞鶴高
　  の書道部が共演
03 府北部のゆるキャラ
　  が大集合
04 船長のあいさつ02
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まいづる花図鑑 85

　田のあぜや溝などの湿ったところに生える多年
草。茎は枝分かれして地上を這い、節から根を出し
先端は立ち上がり高さは 10 ～ 15㌢位。葉は披針
形で互生する。夏から秋にかけ葉の腋から花柄を伸
ばし先端に白色で薄紫色をおびた小さな花を１つず
つ付ける。花冠は深く５列し上唇２枚、下唇３枚に
分かれる。別名アゼムシロとも呼ばれ、どちらも溝
やあぜを隠すくらい広がることが名前の由来。

【協力】
　瓜生勝朗　市文化財保護委員（植物分野）

【 ミゾカクシ 】 （キキョウ科）
見ごろ８～ 10 月頃

　先日、引揚船「永禄丸」で舞鶴に復員帰国された
方から手紙が届きました。その一部を原文のまま抜
粋します。
　『あの時の舞鶴の事だけは忘れようとしても忘れ
られるものではございません。平桟橋に入港。（中
略）夕食も大変でした。尾頭付の鯛の塩焼、お赤飯
と、いつも夢見ていたお味噌汁、そして日本人の食
事には付きものの沢庵、これ程の日本人らしい豪華
な夕食があるだろうか。捕らわれの身のこの食事に
は知らず知らずに涙がホホをつたったのでした。（中
略）帰国の日には、早朝から婦人会の方々の湯茶招
待、何もかも行き届いた姿を拝見して、又、楽しく
うれしくなる有難い気持で一杯でした。何かにつけ
ての数々、本当に有難うございました 』
　この手紙から戦争の悲惨さ、平和の尊さ、平凡に暮ら
すことの有り難さ、そして親切心と感謝の気持ちの重要
性を改めて認識しました。戦後かなりの年月が経過し、
平和に慣れてしまい、今述べた大切な意識が次第に薄れ
ていると感じるのは私だけでしょうか。先人達の思いを
後世に伝えるため、舞鶴引揚記念館の所蔵品を世界記憶
遺産に登録できるよう頑張りたいと思います。

　ドクターＴのひとりごと
　　その⑮　「終戦記念日（８月15日）を迎えて」

「引き揚げ」の記憶を次世代へ
　引揚記念館に展示・保管している海外からの引き揚
げやシベリア抑留などに関する約１万２千点の資料の
中から、今回は「麻

マージャンパイ

雀牌」を紹介します。

　シベリア抑留中に麻雀牌が作られていたことはあま
り知られていません。当館に来館される人の多くが展
示してあるのを見て、食糧も乏しい中で遊興に興じて
いたのかと驚かれます。しかし、この麻雀牌は、過酷
な環境の中でも精神的な余裕を意図的に生み出すため
に作られたものです。
　シベリアに抑留された人が、ある雑誌の中で次のよ
うに証言されています。
　「抑留者は毎日の強制労働に疲れ、兵営内の殺風景
な日常生活を繰り返すだけでは神経をいら立たせ、あ
るいは憂鬱をきたし ( 中略 )…卓を囲んで麻

マ ー ジ ャ ン

雀をやっ
ていれば、お互いの苦労一切を忘れ、笑いのうちに、
融和、親睦、慰安の時を過ごすわけで、効果絶大でした」
　麻雀という娯楽があったおかげで、つらい抑留生活
の中でも心の支えとなり、麻雀牌を作る過程において
も、“ものづくり”に没頭することで、しばらくの間、

望郷の念から解放され、少しでも疲労や空腹感を紛ら
わせていたのでしょう。そして、完成することを楽し
みに明日への希望につなげていたものと思われます。
　当館に収蔵されている麻雀牌は、シベリアの大地に
多く植生する白樺の木で作られています。１つひとつ
の牌が丁寧に作られており、手先が器用で勤勉な日本
人の国民性を見ることができます。
　このシベリアで作られた麻雀牌は、日々の過酷な労
働による疲労や抑留生活の中で生じる不安や憤りなど
を和らげ、必ず生きて祖国の地を踏みしめるための心
の支えとなった重要な道具なのです。

広げよう人権の輪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～ 母に支えられて ～

　　麻雀牌

▶詳しくは、引揚記念館（☎ 68・0836）へ。

　私は今年の３月に定年退職を迎えました。２人の子
どもを育てながら自分のやりたい仕事を続けることが
できたのは母が居てくれたおかげです。朝から夜遅く
まで孫の面倒を見ながら家事のほとんどを引き受けて
くれた母は「私は 24 時間専業主婦、休む間がないわ」
と言いながらも私を支えてくれました。　
　２年前、母は骨折をしたことをきっかけに介護が必
要な状態となってしまい、私は仕事を続けていくべき
かどうか悩みました。「もうちょっとやないか、私も
頑張るからあんたも頑張りなさい」との母の一言が私
の背中を押してくれたことを覚えています。あの言葉
がなかったら私は志半ばであきらめていたことでしょ
う。　
　現在 84 歳の母は、若いころから体が弱くて病気と
縁が切れることがなく、大きな手術を何度も経験して
いるため、病気と上手に付き合いながら生活をしなけ
ればなりません。そんな母ですが「孫の世話をすると
自然と元気が出る」と言います。娘のために、孫のた
めにがんばれることが母の生きがいになっているのだ
と思います。
　母は、退職の日「おめでとう。38 年間よく頑張っ

たね。本当にお疲れさま。私も嬉しいよ」と自分の事
のように喜んでくれました。時には厳しく、時には優
しく励まし支えてくれた母からの言葉に「母さん今日
までありがとう、そしてこれからもよろしくお願いし
ます」とそんな感謝の気持ちでいっぱいになりました。
　自分のことで精一杯になってきた母ですが、今日も
朝から「起きなさいよ、遅刻するで」と元気な声が家
中に響きます。「おばあちゃん、今日は、お休みやし」「そ
やったかいな、ごめん、ごめん」あれこれと気をもむ
母は、まだまだわが家の主婦です。

　　　　　　　　　　　　　　《人権啓発推進室》

９月 16 日は敬老の日です

▶詳しくは、東図書館（☎ 62・0190）
　　　　　　西図書館（☎ 75・5406）へ。

　水滴を吸ってほんのひととき
透明になる花、森の中にひっそ
りたたずむキノコ、熱帯の森で
暮らすガラスのカエル、魚や貝、
エビ、クラゲなどの海の生き物
たち。世界中の透明な生き物を
集めた写真集。　　　　　　（東）

世界の美しい透明な生き物

はじめてのルーヴル
　　　　　　　　　　中野京子
　世界最大級の美術館であり、
パリ随一の観光名所でもある
ルーヴル美術館。その所蔵作品
の中から厳選した名画 39 点を
紹介。絵画の魅力、作品の背景
に広がる物語、画家の人物像な
どについて、魅力溢れる文章で
語られる。　　　　　　　　（西）

図書館だより
　　　　　　～ 今月のおすすめ本 ～

▶詳しくは、生活環境課（☎ 66・1005）へ。

 ごみブクロウの
 『エコな生活ホーホー』教えます！

（ 方 法 ）

支
援
も
充
実

　
　
　
　
　

ア
ダ
プ
ト
制
度

用
具
類

  

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険

　
　
　
　
　
　
　

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

　舞鶴のまちをきれいにするために、協力していた
だける人を随時募集中。あなたもアダプト・プログ
ラムまいづるに参加しませんか。

（※ 11㌻に関連記事）

 ごみブクロウがおすすめする

　「アダプト ・ プログラムまいづる」

※平成 25 年 7 月末現在、29 団体 6 家族 7 個人、計 779

人が活動に参加しています。
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30 代の女性のための健康診査

　30 歳代は、家事や仕事、子育てなどで忙しく
自分のからだに目を向けることが難しい年代。
　市では、健康診査を受診する機会が少ない 30
歳代の女性を対象に、レディース 30 健康診査を
実施します。

【日時】９月９日㈪・11 日㈬、11 月５日㈫・18
日㈪９時～ 11 時と 13 時～ 14 時

【場所】保健センター
【内容】問診・身体計測・尿検査・血圧測定・血
液検査・診察

【対象】舞鶴市に住民登録がある昭和 49 年 4 月
1 日～ 59 年 3 月 31 日生まれの女性

【料金】５００円
【申し込み方法】電話で同センターへ。

９月のカレンダー
休日・土曜日の救急・急病診療

日 診療時間 当番病院（内科・外科）
      １日 ㈰ ９時から 舞鶴医療センター （☎ 62・2680）

      ７日 ㈯ 開業医の診療終了後
舞 鶴 共 済 病 院 （☎ 62・2510）

      ８日 ㈰ ９時から

    14 日 ㈯ 開業医の診療終了後
舞鶴医療センター （☎ 62・2680）

    15 日 ㈰ ９時から

    16 日 ㈷ ９時から 舞 鶴 共 済 病 院 （☎ 62・2510）

 21 日 ㈯ 開業医の診療終了後
舞鶴赤十字病院 （☎ 75・4175）

 22 日 ㈰ ９時から

 23 日 ㈷ ９時から 舞鶴医療センター （☎ 62・2680）

 28 日 ㈯ 開業医の診療終了後
舞 鶴 共 済 病 院 （☎ 62・2510）

 29 日 ㈰ ９時から

日 診療時間 当番病院（内科・外科）
      １日 ㈰

９時～ 18 時

※受け付けは
17 時 30 分まで

舞鶴医療センター （☎ 62・2680）

      ８日 ㈰ 舞 鶴 共 済 病 院 （☎ 62・2510）

    15 日 ㈰ 舞鶴医療センター （☎ 62・2680）

    16 日 ㈷ 舞 鶴 共 済 病 院 （☎ 62・2510）

 22 日 ㈰ 舞鶴赤十字病院 （☎ 75・4175）

 23 日 ㈷ 舞鶴医療センター （☎ 62・2680）

 29 日 ㈰ 舞 鶴 共 済 病 院 （☎ 62・2510）

休日の小児科一次診療

※ 19 時以降は市役所（☎ 62・
2300）か西支所（☎ 75・2250）へ。

当番会社
イズミテック㈱ （☎ 76・3451）

水道修理

納　　期

種　類 納期限
　後期高齢者医療保険料 （３期）

９月 30 日（月）　国民健康保険料
（４期）

　介護保険料

※いずれも 400㍉㍑のみ（18 日のみ 200㍉㍑を実施）。
骨髄バンクドナー登録会を同時開催。

※（喀痰（かくたん）検査は別途 500 円）

※受診は、できる限り昼間の時間帯にお願いします。また、軽症
などの緊急を要しない症状の場合は、できる限り平日の診療時間
内にかかりつけ医での受診をお願いします。

献血の日程

日 受付時間 会場
12 日㈭ ９時 30 分～ 11 時 30 分

12 時 30 分～ 15 時 30 分 舞鶴赤十字病院

13 日㈮ ９時 30 分～ 13 時
14 時～ 15 時 30 分 舞鶴グランドホテル

18 日㈬ ９時 30 分～ 11 時 30 分
12 時 30 分～ 15 時 30 分 舞鶴市役所

27 日㈮ 13 時 30 分～ 16 時 舞鶴共済病院
　９～ 11 月に保健センターなどで集団健診を実
施。がんは日本人の死因第１位。２人に１人が一
生のうちに「がん」と診断されるといわれていま
す。がんを予防するには、定期的に検診を受け、
生活習慣を見直すことが大切です。

《土曜・日曜健診の追加募集》
　10 月 26 日㈯と 12 月１日㈰に保健センターで
土日健診を実施します。内容は、上記健診のほか、
乳がん・前立腺・骨粗しょう症。この機会にぜひ
受診してください。
▶詳しくは、保健センターへ。

　会場名の記載がない催しは保健センターで開催。申し込みは、特に指定がない場合は同センターへ。
協力医療機関についてのお問い合わせも同センターへお願いします。

９月の
保健センターのお知らせ ☎ 65・0065

ＦＡＸ 62・0551

◎ 教室・相談

◎ 健康診査・予防接種
対象 内容 その他

乳幼児健診 ３か月 ･10 か月 ･
１歳６か月 ･ ３歳児 ❖身体計測　❖問診　❖医師の診察　など 　該当者には通知。対象などは同センターか市ホームペー

ジでご確認を。転入や紛失などで予診票がない人は、同セ
ンターへ連絡を。
　子宮頸がん予防ワクチンの接種は、国の通知により現在、
積極的にはお勧めしていません。ただし、有効性とリスク
を理解した上で接種することはできます。

予防接種
（協力医療機関

で個別接種）

乳幼児
❖ヒブ　❖小児用肺炎球菌　❖四種混合１期  ❖ＢＣＧ
❖麻しん風しん１期・２期　❖日本脳炎１期
❖三種混合１期　❖不活化ポリオ　

児童・生徒 ❖三種混合２期　❖日本脳炎２期　❖子宮頸がん予防

対象 日時 内容 定員 料金 申し込み

歯っぴースマイル教室
（２歳児むし歯予防教室）

※各１回のみ参加可

２歳６
か月児

平成 22 年 10 月１日～
23 年３月７日生まれ ９月 12 日㈭

９時～ 11 時 15 分

❖歯の話
❖歯科健診
❖フッ素塗布

先着 20 人
300 円 ９月２日㈪から

電話で
２歳児 平成 23 年４月１日～

９月６日生まれ 先着 30 人

２歳６
か月児

平成 22 年 10 月 18 日～
23 年３月 31 日生まれ ９月 26 日㈭

９時～ 11 時 15 分

❖歯の話
❖歯科健診
❖フッ素塗布

先着 20 人
300 円 ９月 17 日㈫から

電話で
２歳児 平成 23 年４月 22 日～

９月 30 日生まれ 先着 30 人

離乳食教室 ６～８か月児の保護者 ９月 12 日㈭
14 時～ 15 時 30 分 離乳食開始後の話と試食 先着 15 人 無料 ９月２日から電話で

健やか育児相談 乳幼児の保護者 ９月２日㈪
９時 30 分～ 11 時

❖育児の悩み相談
❖歯・食事の相談
❖身体計測　など

なし 無料 不要

心の健康相談室 市内在住の人 ９月 30 日㈪
11 時～ 15 時 45 分

子育ての悩みや人間関係、
仕事のストレスなど 先着３人 無料 ９月２日～ 27 日㈮

に電話で

がんなどの集団健診を実施

種類 対象 料金
胃がん

（午前中のみ） 昭和 49 年３月 31 日以前生まれ
（肝炎ウイルスは平成 14 ～ 24 年
度に受診した人は不可）

500 円

結核・肺がん
100 円
（※）

肝炎ウイルス 500 円

特定健康診査
昭和 24 年４月１日～ 49 年３月 31
日生まれの国保加入者

無料

会場・申し込み先 実施期間 曜日・時間 申込期限

スタジオ PEP
（☎ 66・3330）

10 月７日
～来年２月 24 日

毎週月曜日
14 時～ 16 時

９月13日（金）

10 月９日
～来年２月 26 日

毎週水曜日
10 時～ 12 時

西市民プラザ
（☎ 77・0086）

10 月８日
～来年２月 25 日

毎週火曜日
10 時～ 12 時

10 月 10 日
～来年２月 27 日

毎週木曜日
14 時～ 16 時

【日時・会場】下表のとおり
【内容】筋力、柔軟性、バランス能力のトレーニ
ングや有酸素運動（スワロビクス）

【対象】65 歳以上（※要介護認定者は不可）
【定員】各 25 人（多数の場合抽選）
【参加費】月 1,000 円
【申し込み方法】電話で各会場へ

　健康長寿への近道は“自らの健康”を考え、生き
生きと暮らす習慣づくりが大切です。そのきっかけ
として、舞鶴健康講座を開催します。ぜひご参加く
ださい。
　いずれも無料。申し込みは電話で同センターへ。

《加佐公民館》

【日時】　９月 19 日㈭ 13 時 30 分～ 15 時　
【内容】　ロコモティブシンドロームって何？
【講師】　舞鶴赤十字病院副院長の片山 義敬さん

《中央公民館》

【日時】　９月 26 日㈭ 13 時 30 分～ 15 時
【内容】　正しい姿勢と健康
【講師】　健康運動指導士の橋久美さん

高齢者生き生きトレーニング教室 健康講座を開催

日 収集
可燃ごみ 不燃ごみ

16 日（月＝敬老の日） ○ ○ 
（第３月曜日が収集の地域）

23 日（月＝秋分の日） 休 ○ 
（第４月曜日が収集の地域）

祝日のごみ収集

2021 2013 - 9 2013 - 9maizuru maizuru



2223 2013 - 9 2013 - 9maizuru maizuru

●
９
月
７
日
㈯
10
時
～
14
時

●
中
総
合
会
館

●
知
的
障
害
の
あ
る
成
人

●
10
人
（
多
数
の
場
合
抽
選
）
●
５
０
０
円

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
（
高
校
生
以
上
）

●
９
月
４
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス

で
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
み
ず
な
ぎ

（
☎
64
・
３
７
６
６
、ＦＡＸ
64
・
３
６
５
８
）
へ
。

ら
同
公
園
ま
で
（
約
16
㌔
）
を
歩
く

●
小
学
生
以
上
（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

●
先
着
50
人
●
小
学
生
５
０
０
円
、
中
学

生
以
上
１
，
０
０
０
円
●
小
雨
決
行

●
参
加
者
全
員
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
は
が
き
か
フ
ァ
ク
ス
で
市
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
事
務
局
（
社
会
教

育
課
内
）
へ
。
９
月
17
日
㈫
必
着
。

●
同
事
務
局
（
☎
66
・
１
０
７
３
、
ＦＡＸ

62
・
９
８
９
７
）

定

時 場

料

内

他

講

申

対

問

対 定 料 申他

お知らせ
▪略語の見方
　 ＝日時　　　　　　　＝場所・会場　　＝内容　　　＝講師　　　　　　＝対象
　 ＝定員、募集人数　　＝料金　　　　　＝その他　　＝申し込み方法　　＝問い合わせ先

※ 　だれでも　　特になし　　無料　　特になし　　不要の場合は、記載していません

「
赤
れ
ん
が
の
街
・
舞
鶴
」
写
生
大
会

●
10
月
12
日
㈯
10
時
～
15
時

●
赤
れ
ん
が
パ
ー
ク
●
小
学
生
～
中
学
生

●
先
着
80
人
●
３
０
０
円

●
電
話
で
ま
い
づ
る
智
恵
蔵
（
☎
66
・
１

０
３
５
）
へ
。

《
作
品
展
覧
会
を
実
施
》

●
11
月
３
日
㈰
～
８
日
㈰
９
時
～
17
時

●
赤
れ
ん
が
４
号
棟

公
開
講
演「
活
力
あ
る
街
づ
く
り
と
教
育
」

ポ
リ
テ
ク
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

●
９
月
22
日
㈰
13
時
30
分
～
16
時

●
舞
鶴
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

●
川
本
隆
史
・
東
京
大
教
授
に
よ
る
講
演

「
学
び
と
学
び
ほ
ぐ
し
」

●
日
星
高
校
（
☎
75
・
０
４
５
２
）

●
９
月
８
日
㈰
10
時
～
14
時

●
中
舞
鶴
公
園
集
合

●
中
舞
鶴
公
園
か
ら
引
揚
記
念
館
ま
で
の

約
12
㌔
を
歩
く
。
雨
天
決
行

●
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
京
都
府
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
協

会
（
☎
０
７
５
・
３
５
３
・
６
４
６
４
）

●
９
月
14
日
㈯
と
10
月
20
日
㈰
13
時
～
15

時
30
分
●
ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
京
都

●
学
校
説
明
、
体
験
実
習
（
生
産
技
術
科
、

電
子
情
報
技
術
科
、
情
報
通
信
サ
ー
ビ
ス
科
）

●
受
験
を
考
え
て
い
る
人
と
そ
の
保
護
者

●
電
話
で
ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
京
都
（
☎

75
・
７
６
０
９
）
へ
。

海
上
自
衛
隊
舞
鶴
音
楽
隊

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
３

●
10
月
12
日
㈯
17
時
か
ら
●
総
合
文
化
会
館

●
「
あ
ま
ち
ゃ
ん
」
の
テ
ー
マ
な
ど

●
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、希
望
人
数（
２

人
ま
で
）
を
往
復
は
が
き
で
海
上
自
衛
隊

舞
鶴
地
方
隊
総
監
部
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ

ー
ト
係
（
〒
６
２
５
‐
８
５
１
０
市
内
字

余
部
下
１
１
９
０
）へ
。
９
月
19
日
㈭
必
着
。

●
未
就
学
児
は
入
場
不
可

●
広
報
係
（
☎
62
・
２
２
５
０
）

▪
秋
の
一
泊
キ
ャ
ン
プ

●
10
月
12
日
㈯
13
時
～
翌
日
11
時
30
分

●
グ
リ
ー
ン
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

●
陶
芸
で
マ
イ
カ
ッ
プ
作
り
や
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ア
●
小
学
４
～
６
年
生

●
先
着
30
人
●
２
，
０
０
０
円

▪
漢
字
検
定

●
10
月
27
日
㈰
10
時
～
16
時
30
分

●
中
総
合
会
館
●
10
級
～
２
級

●
１
，
０
０
０
～
３
，
５
０
０
円

〈
共
通
〉

●
９
月
20
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
。

中
央
公
民
館

（
☎
62
・
４
０
０
０
、
ＦＡＸ
62
・
０
４
４
２
）

【
東
図
書
館
（
☎
62
・
０
１
９
０
）】

▪
お
は
な
し
会

●
10
月
２
日
㈬
15
時
30
分
～
16
時

●
人
形
劇
や
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
な
ど

●
幼
児
と
小
学
生

▪
読
書
会

●
10
月
７
日
㈪
10
時
30
分
～
12
時

●
有
吉
佐
和
子
著
「
華
岡
青
洲
の
妻
」

▪
赤
ち
ゃ
ん
え
ほ
ん
の
ひ
ろ
ば

●
10
月
８
日
㈫
11
時
～
11
時
20
分

●
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
わ
ら
べ
う
た
な
ど

●
０
～
２
歳
児

▪
お
は
な
し
の
そ
う
ろ
く

●
・
●
10
月
19
日
㈯

❖
10
時
30
分
～
11
時
…
小
学
生

❖
11
時
５
分
～
11
時
30
分
…
４
歳
以
上

●
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
や
絵
本
の
読
み

聞
か
せ

【
西
図
書
館
（
☎
75
・
５
４
０
６
）】

▪
お
は
な
し
会

●
10
月
５
日
㈯
11
時
～
11
時
30
分

●
て
ぶ
く
ろ
人
形
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

●
幼
児
と
そ
の
保
護
者

▪
赤
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会

●
10
月
16
日
㈬
11
時
～
11
時
30
分

●
わ
ら
べ
う
た
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

●
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

図
書
館
の
催
し

身
障
セ
ン
タ
ー

（
☎
63
・
３
０
０
８
、
ＦＡＸ
62
・
９
５
４
６
）

▪
身
障
セ
ン
タ
ー
「
秋
祭
り
」

●
９
月
29
日
㈰
10
時
～
15
時

●
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
や
模
擬
店
な
ど

▪
障
害
者
囲
碁
大
会

●
10
月
６
日
㈰
13
時
～
17
時

●
身
体
に
障
害
が
あ
る
人

●
９
月
９
日
㈪
～
10
月
２
日
㈬
ま
で
に
電

話
か
フ
ァ
ク
ス
で

催
し

大
浦
の
農
漁
村
体
験

●
９
月
28
日
㈯
10
時
か
ら

●
河
辺
集
会
所
集
合
（
西
屋
）

●
稲
刈
り
や
サ
ツ
マ
イ
モ
掘
り
、
餅
つ
き

●
先
着
30
人（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

●
３
，
０
０
０
円
（
昼
食
付
き
、
小
学
生

以
下.0

は
無
料
）

●
Ｊ
Ｒ
東
舞
鶴
駅
か
ら
無
料
送
迎
あ
り

●
９
月
20
日
㈮
ま
で
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
ふ
る
さ
と

大
浦
21
の
岸
さ
ん（
☎
・
ＦＡＸ
68
・
０
０
１
６
）へ
。

※
電
話
は
18
時
以
降
に
お
願
い
し
ま
す
。

認
知
症
介
護
家
族
の
つ
ど
い

●
９
月
27
日
㈮
13
時
～
15
時

●
中
総
合
会
館

●
参
加
者
同
士
の
交
流

●
認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
家
族

●
高
齢
者
支
援
課
（
☎
66
・
１
０
１
２
）

難
聴
者
・
若
者
の
集
い

●
９
月
８
日
㈰
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
聴
覚
言
語
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

●
聞
こ
え
に
不
自
由
を
感
じ
て
い
る
人
と

そ
の
家
族
●
９
月
６
日
㈮
ま
で
に
電
話
か

フ
ァ
ク
ス
、
は
が
き
（
〒
６
２
５
‐
０
０
８

３ 

市
内
字
余
部
上
２
‐
９
）
で
同
セ
ン
タ

ー（
☎
64
・
３
９
１
１
、ＦＡＸ
64
・
３
９
１
２
）へ
。

昆
虫
展

●
９
月
21
日
㈯
～
23
日
㈷
９
時
～
18
時

（
23
日
は
16
時
ま
で
）
●
加
佐
公
民
館

●
舞
鶴
近
辺
や
日
本
各
地
、
海
外
に
生
息

す
る
昆
虫
の
標
本
や
写
真
を
展
示

●
加
佐
公
民
館
（
☎
83
・
０
０
１
４
）

心
を
つ
な
ぐ
絵
手
紙
展

●
９
月
27
日
㈮
～
29
日
㈰
10
時
～
16
時

（
29
日
は
15
時
ま
で
）

●
西
総
合
会
館

●
絵
手
紙
ス
マ
イ
ル
サ
ー
ク
ル
の
作
品
２

０
０
点
を
展
示

●
同
館
（
☎
77
・
１
２
１
２
）

土
曜
Ｇ
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
祭

●
９
月
７
日
㈯
15
時
～
19
時
●
Ｇ
Ａ
Ｒ
Ｄ

Ｅ
Ｎ
ガ
レ
ー
ジ
内
（
Ｊ
Ｒ
西
舞
鶴
駅
前
）

●
ア
ロ
マ
ハ
ン
ド
ケ
ア
や
ク
ラ
フ
ト
作
り
、

消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
の
販
売
。
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
も

●
子
ど
も
に
は
お
菓
子
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

●
実
行
員
会
の
貫
井
さ
ん
（
☎
０
８
０
・

１
４
７
５
・
０
５
４
８
）

文
化
事
業
団
（
☎
64
・
０
８
８
０
）

ウ
オ
ー
ク
日
本
１
８
０
０
「
舞
鶴
大
会
」

【
総
合
文
化
会
館
】

▪
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
作
品
展
「
あ
ふ
れ
る
想

い
を
」

●
９
月
７
日
㈯
と
８
日
㈰
10
時
～
17
時

●
木
版
画
や
ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
展

示▪
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
「
秋
が
お

し
ゃ
れ
に
」

●
９
月
８
日
、
13
時
30
分
か
ら

●
ピ
ア
ノ
や
ギ
タ
ー
な
ど
５
団
体
が
出
演

【
市
民
会
館
】

▪
文
化
庁
優
秀
映
画
鑑
賞
推
進
事
業

市
民
名
画
座「
社
会
派
ミ
ス
テ
リ
ー
作
品
集
」

　

チ
ケ
ッ
ト
は
９
月
22
日
㈰
発
売

●
・
●

《
12
月
14
日
㈯
》

❖
張
込
み
（
10
時
30
分
か
ら
）

❖
白
い
巨
塔
（
14
時
か
ら
）

《
12
月
15
日
㈰
》

❖
黒
い
画
集
（
10
時
30
分
か
ら
）

❖
飢
餓
海
峡
（
13
時
30
分
か
ら
）

●
１
作
品
５
０
０
円
（
14
日
セ
ッ
ト
券
８

０
０
円
。
15
日
セ
ッ
ト
券
８
０
０
円
）

▪
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
出
演

者
募
集

●
来
年
３
月
16
日
㈰
13
時
か
ら

●
独
唱
、
合
唱
、
楽
器
演
奏
な
ど
で
生
演

奏
す
る
団
体
か
個
人

●
所
定
の
用
紙
で
。
９
月
29
日
㈰
必
着

秋
の
山
野
草
展

●
９
月
14
日
㈯
～
23
日
㈪
９
時
～
17
時

●
自
然
文
化
園

●
大
浦
半
島
に
自
生
す
る
山
野
草
や
愛
好

家
の
鉢
植
え
・
写
真
パ
ネ
ル
を
展
示

●
花
と
緑
の
公
社
（
☎
68
・
１
１
８
７
）

舞
鶴
再
発
見
・
ナ
イ
ト
ウ
オ
ー
ク

●
９
月
21
日
㈯
19
時
30
分
～
翌
日
１
時

●
青
葉
山
ろ
く
公
園
駐
車
場
集
合

●
バ
ス
で
移
動
後
、
ふ
る
る
フ
ァ
ー
ム
か

▪
山
口
勉 

書
道
展

●
９
月
15
日
㈰
ま
で
10
時
～
16
時

▪
絵
画
サ
ー
ク
ル
作
品
展

●
９
月
16
日
㈷
～
30
日
㈪
10
時
～
16
時

▪
歌
と
三
味
線
コ
ン
サ
ー
ト

●
９
月
27
日
㈮
12
時
30
分
～
13
時

サ
ロ
ン
「
ぽ
ー
れ
ぽ
ー
れ
」

（
☎
63
・
３
０
０
８
、
ＦＡＸ
62
・
９
５
４
６
）

名
水
杉
山
楽
校

●
９
月
14
日
㈯
10
時
～
13
時

●
杉
山
市
民
農
園

●
ハ
ー
ブ
キ
ッ
チ
ン
リ
ー
ス
作
り
な
ど

●
先
着
20
人
●
１
，
５
０
０
円

●
佐
藤
久
子
さ
ん
、
津
島
淳
子
さ
ん
、
村
田

弘
子
さ
ん
が
出
演

▪
「
や
ま
ぼ
う
し
」
大
正
琴
コ
ン
サ
ー
ト

●
10
月
１
日
㈫
12
時
30
分
～
13
時

●
９
月
９
日
㈪
ま
で
に
電
話
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

名
水
の
里
杉
山
の
松
岡
さ
ん
（
☎
０
９
０
・
５

１
２
６
・
３
３
１
９
）
へ
。

「
昼
市
」
新
鮮
な
魚
介
類
を
直
販

●
９
月
８
日
㈰
14
時
～
16
時

●
府
漁
協
舞
鶴
支
所

●
サ
ザ
エ
や
イ
ワ
ガ
キ
、
サ
サ
ガ
レ
イ
な

ど
鮮
魚
や
干
物
を
販
売

●
青
年
漁
業
者
有
志
の
会
の
濱
内
さ
ん

（
☎
０
９
０
・
３
６
７
４
・
１
８
７
０
）

時時時時時 時 時

時時

時

時時時時 時

時時 時時

時 時時

時 時 時 時

時時

時 時時時時時

場 場 場

場場 場場

場
場

場 場 場

場

場場

場 場

場

問 問

問 問

問 問 問

問問

問

料料

料

料

料

料

料

内内

内

内 内 内

内

内

内 内内内 内

内

内

内 内 内

内 内 内

内内

内 内内

対対 対対

対対 対対対対

対対

対対 対対

対対

対対

対対

対対

対対

定定

定

定

申申

申

申申

申

申

申

申申

他

他

他

他

秋
の
多
祢
山 

自
然
観
察
会

●
10
月
12
日
㈯
10
時
～
15
時

●
自
然
文
化
園
駐
車
場
集
合

●
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
が
案
内

●
市
内
在
住
か
在
勤
の
人
（
小
学
生
は
保

護
者
同
伴
）
●
先
着
30
人
●
１
０
０
円

●
10
月
５
日
㈯
ま
で
に
電
話
で
東
公
民
館

（
☎
62
・
１
２
３
７
）
へ
。

時場

料

対対

対対

定

定

申 講

教
室
・
講
座

里
山
の
整
備
講
習
会

●
９
月
15
日
㈰
９
時
～
15
時

●
青
葉
山
ろ
く
公
園

●
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
使
い
方
や
手
入
れ
、

下
刈
り
・
伐
採
体
験

●
先
着
30
人

●
電
話
で
山
悠
遊
森
林
サ
ポ
ー
ト
ま
い
づ
る

の
小
谷
さ
ん
（
☎
０
９
０
・
１
４
８
８
・
９

１
１
１
）
へ
。

は
ら
ぺ
こ
倶
楽
部
（
料
理
教
室
）

時時 場場

料

内定 定申申 他

催
し

教
室
・
講
座

子
育
て

募
集

相
談

傍
聴

催
し

教
室
・
講
座

子
育
て

募
集

相
談

傍
聴
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催
し

教
室
・
講
座

子
育
て

募
集

相
談

傍
聴

催
し

教
室
・
講
座

子
育
て

募
集

相
談

傍
聴

❖中央公民館…第４月曜日❖東・南・西・加佐公民館、大浦・城南会館…毎週月曜日❖東・西図書館…毎週月
曜日と祝日（土・日曜日の場合は開館）、毎月末日（土・日・月曜日の場合は火曜日）❖田辺城資料館、郷土
資料館…毎週月曜日（祝日の場合はその翌々日）と祝日の翌日❖総合文化会館、市民会館、陶芸館…毎週月曜
日（祝日の場合はその翌日）❖勤労者福祉会館…第３水曜日❖引揚記念館、東・文化公園体育館…第３木曜日。

施設の休館日

有 

料 

広 

告

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

西
公
民
館
（
☎
75
・
６
５
０
１
）

東
公
民
館
（
☎
62
・
１
２
３
７
）

子
ど
も
陶
芸
教
室

城
南
会
館
（
☎
78
・
１
８
０
０)

女
性
の
心
と
か
ら
だ
の
プ
チ
セ
ミ
ナ
ー

こ
れ
っ
て
「
コ
・
ウ
・
ネ
・
ン
・
キ
」
？

公
開
講
座
「
よ
く
わ
か
る
『
お
腹
の

が
ん
』～
肝
臓
が
ん
・
消
化
管
が
ん
～
」

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
☎
64
・
３
２
３
３
）

▪
郷
土
史
講
座
「
戦
国
の
細
川
家
な
ど
」

●
９
月
27
日
と
10
月
４
日
・
11
日
の
金
曜

日
、
13
時
30
分
～
15
時

●
先
着
70
人
●
１
，
０
０
０
円

●
９
月
19
日
㈭
ま
で
に
電
話
で
。

▪
版
画
教
室
「
年
賀
状
作
り
」

●
10
月
10
日
～
11
月
28
日
の
毎
週
木
曜

日
、
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
舞
鶴
木
版
画
ク
ラ
ブ
の
岩
見
英
一
郎
さ
ん

●
先
着
20
人
●
３
，
０
０
０
円
（
材
料
費

が
別
途
必
要
）

●
10
月
３
日
㈭
ま
で
に
電
話
で
。

▪
子
ど
も
料
理
教
室

●
10
月
５
日
㈯
９
時
30
分
～
12
時

●
小
学
３
年
生
●
先
着
20
人

●
５
０
０
円

▪
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
教
室

●
10
月
５
日
㈯
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
先
着
20
人
●
３
，
５
０
０
円

〈
共
通
〉

●
９
月
28
日
㈯
ま
で
に
電
話
で
。

●
10
月
５
日
㈯
９
時
30
分
～
12
時

●
大
浦
会
館
●
皿
や
コ
ッ
プ
を
作
る

●
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

●
先
着
15
人
●
５
０
０
円

●
９
月
３
日
㈫
～
25
日
㈬
に
電
話
か
フ
ァ

ク
ス
で
大
浦
会
館
（
☎
68
・
２
０
１
０
、

ＦＡＸ
68
・
２
０
１
１
）
へ
。

▪
燻
製
教
室

●
10
月
４
日
㈮
９
時
～
15
時

●
手
作
り
ス
モ
ー
カ
ー
で
ス
モ
ー
ク
チ
キ

ン
を
作
る
●
寺
内
壽
明
さ
ん

●
先
着
20
人
●
１
，
０
０
０
円

●
９
月
３
日
㈫
～
28
日
㈯
ま
で
に
電
話
で
。

▪
ふ
る
さ
と
歴
史
講
座

●
10
月
～
来
年
３
月
の
第
２
土
曜
日
に
計

６
回
、
10
時
～
11
時
30
分

●
真
下
八
雄
さ
ん
ほ
か
●
先
着
30
人

●
１
回
３
０
０
円
。
第
５
回
の
み
５
０
０
円

●
９
月
28
日
㈯
ま
で
に
電
話
で
。

▪
中
国
家
庭
料
理
教
室

●
10
月
14
日
㈷
10
時
～
12
時

●
餃
子
や
肉
饅
を
作
る

●
北
川
艶
麗
さ
ん

●
先
着
20
人
●
１
，
０
０
０
円

●
９
月
３
日
㈫
～
28
日
㈯
ま
で
に
電
話
で
。

▪
漁
師
に
教
わ
る
さ
か
な
料
理
教
室

●
10
月
18
日
㈮
10
時
～
14
時

●
魚
の
さ
ば
き
方
や
調
理
方
法

●
先
着
20
人
●
３
０
０
円

●
９
月
３
日
㈫
～
28
日
㈯
に
電
話
で
。

▪
本
物
み
そ
作
り
教
室

●
10
月
22
日
㈫
16
時
～
17
時
と
23
日
㈬
９

時
～
12
時

●
伊
藤
壽
子
さ
ん

●
両
日
と
も
参
加
で
き
る
人

●
先
着
16
人

●
３
，
０
０
０
円
（
保
存
容
器
が
必
要
な

人
は
別
途
９
０
０
円
必
要
）

●
９
月
３
日
㈫
～
28
日
㈯
に
電
話
で
。

▪
こ
ど
も
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

●
10
月
26
日
㈯
13
時
30
分
～
16
時

●
魚
の
パ
イ
包
み
焼
と
オ
ニ
オ
ン
ス
ー
プ

●
羽
入
あ
い
子
さ
ん

●
小
学
４
～
６
年
生

●
先
着
16
人
●
８
０
０
円

●
９
月
３
日
㈫
～
10
月
１
日
㈫
に
電
話
で
。

●
９
月
～
12
月
の
第
４
火
曜
日
、
13
時
～

14
時
●
フ
レ
ア
ス
舞
鶴

●
人
生
を
快
適
に
過
ご
す
た
め
に
、
女
性

の
心
と
体
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
学
ぶ

●
看
護
師
・
助
産
師
の
西
村
佳
子
さ
ん

●
市
内
在
住
か
在
勤
の
女
性

●
先
着
各
６
人
（
10
月
は
先
着
20
人
）

●
託
児
あ
り
（
要
予
約
）

●
実
施
日
の
前
日
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク

ス
、電
子
メ
ー
ル
で
人
権
啓
発
推
進
室
（
☎

66
・
１
０
２
２
、
ＦＡＸ
66
・
１
０
１
５
）
へ
。

●
９
月
21
日
㈯
14
時
～
16
時
15
分

●
西
駅
交
流
セ
ン
タ
ー

●
❖
舞
鶴
元
気
け
や
き
の
会
の
竹
内
正
一
さ
ん

❖
舞
鶴
医
療
セ
ン
タ
ー
の
堀
江
隆
介
先
生

❖
府
立
医
大
大
学
院
教
授
の
伊
藤
義
人
先
生

●
舞
鶴
医
療
セ
ン
タ
ー
（
☎
62
・
２
６
８
０
）

▪
こ
ど
も
絵
画
教
室

●
10
月
～
来
年
３
月
の
第
２
・
４
土
曜

日
。
13
時
～
15
時
●
小
学
生
●
先
着
10
人

●
１
回
１
，
１
０
０
円
（
兄
弟
姉
妹
で
参

加
す
る
場
合
、
２
人
目
か
ら
は
半
額
）

●
９
月
27
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
。

▪
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
講
座

●
10
月
～
来
年
３
月
の
第
１
月
曜
と
第
３

火
曜
日
。
13
時
～
16
時
●
先
着
５
人

●
１
，１
０
０
円
（
材
料
費
が
別
途
必
要
）

●
９
月
20
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
。

▪
保
育
補
助
講
習
会

●
11
月
５
日
㈫
～
12
日
㈫
に
計
５
回
。
10

時
～
16
時

●
55
歳
以
上
の
人
（
条
件
あ
り
）

●
所
定
の
用
紙
で
。
10
月
15
日
㈫
必
着
。

●
10
月
10
日
㈭
と
11
日
㈮
９
時
～
16
時
30
分

●
東
消
防
署
・
防
災
セ
ン
タ
ー

●
先
着
60
人
●
４
，
０
０
０
円

●
９
月
17
日
㈫
～
10
月
２
日
㈬
に
所
定
の

用
紙
（
各
消
防
署
に
備
え
付
け
）
で
。

●
消
防
本
部
（
☎
66
・
１
１
９
１
）

子
育
て

子
育
て
支
援
基
幹
セ
ン
タ
ー

（
☎
62
・
０
１
０
３
）

▪
パ
パ
の
ぱ
く
ぱ
く
ひ
ろ
ば（
幼
児
食
教
室
）

●
９
月
28
日
㈯
10
時
～
12
時

●
中
総
合
会
館
●
タ
コ
ラ
イ
ス
作
り

●
１
歳
６
か
月
以
上
の
子
ど
も
と
そ
の
保

護
者
（
保
護
者
の
み
の
参
加
も
可
）

●
先
着
20
組
●
３
０
０
円
（
託
児
代
）

▪
お
芋
掘
り

●
10
月
15
日
㈫
10
時
30
分
～
12
時

●
ま
い
ま
い
ハ
ウ
ス
集
合

●
１
歳
以
上
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

●
先
着
30
組
●
６
５
０
円
か
ら

〈
共
通
〉
●
９
月
３
日
㈫
か
ら
電
話
で
。

乗
り
物
で
遊
ぼ
う

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

助
産
師
の
講
演
会
と
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

わ
く
わ
く
親
子
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

東
公
民
館
（
☎
62
・
１
２
３
７
）

●
９
月
22
日
㈰
10
時
～
15
時

●
お
も
ち
ゃ
図
書
館
（
西
乳
児
保
育
所
内
）

●
木
の
バ
ス
や
車
、
汽
車
な
ど

●
お
も
ち
ゃ
図
書
館
（
☎
76
・
０
５
７
３
）

●
９
月
20
日
㈮
10
時
30
分
～
11
時
30
分

●
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
さ
る
な
ぁ
と

●
就
学
前
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

●
先
着
20
組

●
９
月
２
日
㈫
か
ら
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー

（
☎
76
・
８
３
３
３
）
へ
。

●
９
月
26
日
㈭
10
時
か
ら

●
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
よ
ち
よ
ち

広
場

●
❖
和
田
法
子
さ
ん
の
講
演

❖
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
（
先
着
10
人
、
予

約
が
必
要
）

●
子
育
て
中
の
親
子
（
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー

ジ
は
２
～
７
か
月
児
が
対
象
）

●
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
み
１
，
０
０
０
円

●
同
セ
ン
タ
ー
（
☎
63
・
４
８
２
１
）

●
９
月
26
日
㈭
10
時
～
11
時
●
西
総
合
会
館

●
散
歩
遊
び
や
ボ
ー
ル
遊
び
、
リ
ズ
ム
体

操
な
ど
●
長
崎
優
子
さ
ん

●
歩
き
始
め
た
乳
児
～
就
学
前
の
子
ど
も

と
そ
の
母
親
●
先
着
25
組
●
５
０
０
円

●
９
月
24
日
㈫
ま
で
に
電
話
で
同
館
（
☎

77
・
１
２
１
２
）
へ
。

▪
子
育
て
サ
ポ
ー
ト 

ヨ
ー
ガ
教
室

●
９
月
20
日
㈮
10
時
～
11
時
30
分

●
子
育
て
中
の
親
●
先
着
30
人

●
託
児
あ
り

●
９
月
14
日
㈯
ま
で
に
電
話
で
。

▪
親
子
で
リ
ト
ミ
ッ
ク

●
10
月
４
日
㈮
と
18
日
㈮
10
時
～
12
時

（
年
齢
に
よ
る
２
部
制
）

●
未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

●
先
着
25
人

●
１
，
５
０
０
円
●
託
児
あ
り

●
９
月
28
日
㈯
ま
で
に
電
話
で
。

赤
れ
ん
が
博
物
館
市
民
講
座

●
・
●
❖
９
月
16
日
㈷
…
ま
い
づ
る
智
恵

蔵
❖
28
日
㈯
…
総
合
文
化
会
館
。
い
ず
れ

も
14
時
～
15
時
30
分

●
赤
れ
ん
が
博
物
館
顧
問
の
水
野
信
太

郎
・
北
翔
大
教
授
に
よ
る
講
演
「
新
・
日

本
建
築
シ
リ
ー
ズ
」

●
前
日
ま
で
に
電
話
で
赤
れ
ん
が
博
物
館

（
☎
66
・
１
０
９
５
）
へ
。

応
急
手
当
普
通
救
命
講
習

▪
西
消
防
署
（
☎
77
・
０
１
１
９
）

●
９
月
24
日
㈫
13
時
30
分
～
16
時
30
分

▪
東
消
防
署
・
防
災
セ
ン
タ
ー
（
☎
65
・

０
１
１
９
）

●
９
月
26
日
㈭
18
時
～
21
時

〈
共
通
〉

●
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
方
法
な
ど

●
先
着
30
人

●
実
施
日
の
３
日
前
ま
で
に
電
話
で
各
消

防
署
へ
。

時時 時時

時時時

時時時

時時

時 時 時

時

時

時時

時 時 時 時 時

場

場場

場

場

場

場

問

問

問

料

料

料

料料

料

料料

料 料 料

料

料

料 料

料

内

内内内

内

内

内

内 内 内

対対対対

対対

対対対

対対対対

対対

対対 対対

定

定

定

定

定

定

定

定定 定 定 定

定

定

定 定 定 定

定

申申申申

申申申

申

申

申 申 申

申

申

申 申 申 申 申

講

講

講

講 講 講 講

他

時 時 時

時

場 場

場

場問

料 料

料

料

内

内

内

内

対対 対対 対対

対対

定

定

申

申

講

親
子
体
操
・
ヨ
ガ
教
室

●
９
月
５
日
㈭
と
19
日
㈭
10
時
～
11
時
45
分

（
１
教
室
45
分
）

●
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
さ
る
な
ぁ
と

●
・
●
❖
親
子
体
操
…
歩
け
る
よ
う
に
な

っ
た
乳
幼
児
～
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

❖
親
子
ヨ
ガ
…
首
が
す
わ
っ
た
乳
児
～
１

歳
児
と
そ
の
保
護
者

●
１
，
８
０
０
円

●
電
話
で
の
び
の
び
ク
ラ
ブ
の
足
立
さ
ん

（
☎
75
・
７
１
１
９
）
へ
。

時場料 内

対対

申他

他

秋
の
料
理
講
習

●
10
月
３
日
㈭
９
時
30
分
～
11
時
30
分

●
西
総
合
会
館

●
お
こ
わ
、
小
田
巻
き
蒸
し
な
ど

●
舞
鶴
料
理
学
院
の
堀
祥
子
さ
ん

●
子
育
て
中
の
母
親
●
先
着
15
人

●
８
０
０
円
●
託
児
あ
り

●
９
月
26
日
㈭
ま
で
に
電
話
で
西
公
民
館

（
☎
75
・
６
５
０
１
）
へ
。

時場料 内対対

定

申 講

他
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ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
助
言

●
先
着
４
人
●
託
児
あ
り
（
予
約
が
必
要
）

●
前
日
ま
で
に
電
話
で
同
室
へ
。

▪
心
と
か
ら
だ
の
相
談

●
９
月
24
日
㈫
13
時
～
15
時

●
看
護
師
・
助
産
師
が
応
じ
る

●
先
着
２
人
●
託
児
あ
り
（
予
約
が
必
要
）

●
前
日
ま
で
に
電
話
で
同
室
へ
。

▪
面
接
相
談

●
10
月
９
日
㈬
11
時
～
14
時
10
分

●
人
間
関
係
や
子
育
て
、
家
庭
内
で
の
暴

力
な
ど
の
相
談
に
女
性
問
題
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
が
応
じ
る

●
先
着
３
人
●
託
児
あ
り
（
予
約
が
必
要
）

●
前
日
ま
で
に
電
話
で
同
室
へ
。

〈
共
通
〉

●
市
内
在
住
か
在
勤
の
女
性

❖人口　86,435 人（‐48 人）❖男　43,305 人（‐31 人）❖女　43,130 人（‐17 人）
❖世帯　35,259 世帯（ + 16 世帯）
※平成 25 年８月１日現在の推計人口。（　）内は前月比。

市の人口と世帯数

有 

料 

広 

告

相
談

傍
聴

府
民
無
料
法
律
相
談

高
齢
者
・
障
害
者
権
利
擁
護
相
談

聞
こ
え
の
相
談
会

フ
レ
ア
ス
舞
鶴
の
無
料
女
性
相
談

市
民
無
料
相
談

（
市
民
相
談
課
、
☎
66
・
１
０
０
６
）

●
９
月
30
日
㈪
13
時
30
分
か
ら

●
中
丹
広
域
振
興
局

●
弁
護
士
が
応
じ
る
●
先
着
10
人

●
９
月
27
日
㈮
９
時
か
ら
電
話
で
同
振
興

局
（
☎
62
・
２
５
０
０
）
へ
。

●
９
月
11
日
㈬
13
時
か
ら

●
市
役
所
別
館

●
財
産
管
理
や
遺
産
相
続
、
遺
言
な
ど

●
高
齢
者
や
障
害
者
と
そ
の
家
族

●
先
着
３
人

●
９
月
６
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
高
齢
者
支

援
課
（
☎
66
・
１
０
１
８
）
へ
。

●
９
月
26
日
㈭
13
時
～
16
時

●
聴
覚
言
語
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

●
言
語
聴
覚
士
が
応
じ
る

●
市
内
在
住
の
難
聴
者

●
先
着
５
人

●
９
月
19
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク

ス
、
は
が
き
（
〒
６
２
５
‐
０
０
８
３
市

内
字
余
部
上
２
‐
９
）で
同
セ
ン
タ
ー（
☎

64
・
３
９
１
１
、
ＦＡＸ
64
・
３
９
１
２
）
へ
。

▪
電
話
相
談

●
９
月
５
日
～
26
日
の
木
曜
日
、
10
時
～
16
時

●
人
間
関
係
や
子
育
て
、
家
庭
内
で
の
暴

力
、
介
護
の
悩
み
な
ど
に
関
す
る
相
談
。

専
用
電
話
（
65
・
０
０
５
６
）
へ
。

▪
チ
ャ
レ
ン
ジ
相
談

●
９
月
18
日
㈬
11
時
～
13
時
50
分

●
就
職
や
起
業
、
グ
ル
ー
プ
活
動
に
関
す

る
相
談
に
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が

応
じ
る
。

●
先
着
２
人
●
託
児
あ
り
（
予
約
が
必
要
）

●
前
日
ま
で
に
電
話
で
人
権
啓
発
推
進
室

（
☎
66
・
１
０
２
２
）
へ
。

▪
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

●
９
月
18
日
、
14
時
10
分
～
15
時
40
分

●
ス
ト
レ
ス
要
因
の
対
処
法
に
つ
い
て
キ

▪
司
法
書
士
法
律
相
談

●
９
月
５
日
㈭
13
時
30
分
～
16
時
30
分

●
市
役
所
本
館

●
登
記
や
相
続
、
多
重
債
務
な
ど

▪
巡
回
市
民
・
行
政
相
談

●
９
月
10
日
㈫
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
西
総
合
会
館

●
市
職
員
と
行
政
相
談
委
員
が
応
じ
る

▪
立
命
館
大
法
科
大
学
院
法
律
相
談

●
９
月
14
日
㈯
13
時
30
分
～
16
時
30
分
と

15
日
㈰
９
時
30
分
～
14
時
30
分
ま
で

●
西
駅
交
流
セ
ン
タ
ー

●
前
日
ま
で
に
電
話
で
市
民
相
談
課
へ
。

▪
公
証
相
談

●
９
月
17
日
㈫
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
市
役
所
本
館

●
遺
言
書
や
契
約
書
な
ど
公
正
証
書
の
作

成▪
土
地
家
屋
調
査
士
相
談
会

●
９
月
17
日
㈫
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
市
役
所
本
館

●
土
地
の
分
筆
や
合
筆
、
境
界
問
題
、
家

屋
の
新
・
増
築
、
滅
失
な
ど

▪
市
民
法
律
相
談

●
９
月
20
日
㈮
13
時
か
ら

●
市
役
所
本
館
●
弁
護
士
が
応
じ
る

●
11
人
（
多
数
の
場
合
抽
選
）

●
９
月
18
日
㈬
８
時
30
分
～
12
時
に
電
話

で
。

▪
行
政
書
士
相
談

●
９
月
25
日
㈬
10
時
～
13
時

●
市
役
所
本
館

●
官
公
署
へ
の
提
出
書
類
や
遺
言
書
、
遺

産
分
割
協
議
書
な
ど

療
育
相
談

福
祉
の
仕
事 

ミ
ニ
就
職
面
接
会

定
例
教
育
委
員
会

高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談

９
月
11
日
は
「
警
察
相
談
の
日
」

相
談
は
専
用
電
話
（
＃ 

９
１
１
０
）
へ

●
９
月
９
日
㈪
と
24
日
㈫
13
時
30
分
～
15

時
30
分

●
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
み
ず
な
ぎ

●
専
門
の
ス
タ
ッ
フ
が
応
じ
る

●
市
内
在
住
の
障
害
児
・
者
と
そ
の
家
族

●
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
同
セ
ン
タ
ー
（
☎

64
・
３
７
６
６
、
ＦＡＸ
64
・
３
６
５
８
）
へ
。

●
９
月
18
日
㈬
13
時
～
16
時

●
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
舞
鶴

●
職
員
を
募
集
し
て
い
る
福
祉
・
介
護
事

業
所
２
社
に
よ
る
就
職
面
接
会

●
北
部
人
材
福
祉
カ
フ
ェ
（
☎
０
７
７

３
・
22
・
３
８
７
８
）

●
９
月
30
日
㈪
14
時
か
ら

●
市
役
所
別
館

●
教
育
総
務
課
（
☎
66
・
１
０
７
０
）

●
９
月
13
日
㈮
10
時
～
12
時
（
文
庫
山
学

園
は
11
時
～
13
時
）

●
文
庫
山
学
園
、
安
岡
園
、
身
障
セ
ン
タ
ー

●
人
権
擁
護
委
員
が
応
じ
る

●
法
務
局
舞
鶴
支
局
（
☎
76
・
０
８
５
８
）

　

平
日
の
９
時
～ 

17
時
45
分
、
警
察
相

談
を
受
付
中
。
防
犯
や
暴
力
、
家
庭
内
暴

力
や
子
ど
も
の
非
行
、
Ｄ
Ｖ
、
ス
ト
ー
カ

ー
行
為
な
ど
で
緊
急
を
要
し
な
い
相
談
は

専
用
電
話
（
♯ 

９
１
１
０
）
へ
。

●
舞
鶴
警
察
署
（
☎
75
・
０
１
１
０
）

就
業
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
63
・
０
８
１
０
、
ＦＡＸ
62
・
４
５
８
９
）

▪
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
出
張
相
談

●
９
月
20
日
㈮
10
時
～
16
時

●
進
路
・
就
職
・
転
職
、
自
立
支
援
相
談

●
15
～
お
お
む
ね
40
歳
と
そ
の
家
族

▪
マ
ザ
ー
ズ
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

●
９
月
30
日
㈪
10
時
～
16
時

●
子
育
て
中
の
母
親
の
就
業
相
談

〈
共
通
〉

●
実
施
日
の
前
日
ま
で
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
電
話
で
。

人
権
相
談

▪
人
権
な
ん
で
も
お
気
軽
相
談

●
毎
週
月
曜
日
（
休
日
の
場
合
は
翌
日
）

９
時
～
12
時
●
法
務
局
舞
鶴
支
局

●
面
接
相
談
（
個
室
）・
電
話
相
談

▪
特
設
人
権
相
談
所

●
・
●
❖
第
２
木
曜
日
…
城
南
会
館

❖
第
３
木
曜
日
…
南
公
民
館
、
い
ず
れ
も

９
時
～
12
時
●
面
接
相
談
（
個
室
）

〈
共
通
〉

●
人
権
擁
護
委
員
が
応
じ
る

●
法
務
局
舞
鶴
支
局
（
☎
76
・
０
８
５
８
）

自
衛
官
な
ど

ま
い
て
フ
ェ
ス
タ

ふ
れ
あ
い
市
場
の
出
展
者

●
❖
防
衛
大
学
校
学
生
（
一
般
・
前
期
、

来
春
採
用
）
❖
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科

学
生
と
看
護
学
科
（
来
年
４
月
新
設
）
学

生
（
い
ず
れ
も
来
春
採
用
）
●
高
校
卒
業

（
見
込
み
含
む
）
～
20
歳

●
９
月
５
日
㈭
～
30
日
㈪
。
試
験
日
な
ど

は
問
い
合
わ
せ
を
。
●
自
衛
隊
舞
鶴
地
域

事
務
所
（
☎
63 

・
３
２
７
２
）

●
10
月
20
日
㈰
11
時
～
15
時

●
中
総
合
会
館

●
パ
ン
や
ク
ッ
キ
ー
、
ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ

リ
ー
、
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
、
ネ
イ
ル
ア
ー

ト
な
ど
。
子
育
て
用
品
の
リ
ユ
ー
ス
も
。

●
先
着
13
店
●
１
ブ
ー
ス
１
，
０
０
０
円

●
託
児
あ
り
（
予
約
が
必
要
）

●
９
月
２
日
㈪
～
９
月
30
日
㈪
に
電
話
か

フ
ァ
ク
ス
で
実
行
委
員
会
事
務
局
（
フ
レ

ア
ス
舞
鶴
内
、
☎
63
・
３
３
０
５
、
ＦＡＸ

62
・
０
８
７
２
）
へ
。 募

集

親
子
で
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

●
10
月
11
日
㈮
10
時
～
11
時
30
分

●
城
南
会
館

●
３
歳
未
満
児
と
そ
の
保
護
者

●
先
着
20
組

●
９
月
３
日
㈫
～
28
日
㈯
ま
で
に
電
話
で

同
館
（
☎
78
・
１
８
０
０
）
へ
。
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maizuru

加
佐
の
魅
力
を
伝
え
る
「
ふ
る
さ
と
の
塾
」

　

加
佐
ふ
る
さ
と
塾
は
、
加
佐
地
域
の
「
魅

力
の
発
信
」「
若
者
の
定
住
化
」「
加
佐
地
域

の
自
然
の
良
さ
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る
運
動
組
織
。

神
崎
、
八
雲
、
岡
田
上
・
中
・
下
か
ら
委
員

を
選
出
し
30
人
の
構
成
員
で
活
動
し
て
い

ま
す
。
８
月
に
「
川
舟
レ
ー
ス
＆
子
ど
も
ハ

ゼ
釣
り
大
会
」
を
実
施
し
、
11
月
に
は
「
義

士
の
道
ハ
イ
キ
ン
グ
」
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

川
舟
は
昔
、
水
運
に
使
わ
れ
た
り
、

由
良
川
の
洪
水
に
備
え
た
り
、
ほ
と

ん
ど
の
家
で
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
は
そ
れ
を
目
に
す
る
こ
と
も
少
な

く
、
舟
を
扱
う
技
術
や
整
備
す
る
文

化
が
廃
れ
て
い
く
の
は
惜
し
い
と
思

い
、
川
舟
レ
ー
ス
を
始
め
ま
し
た
。

こ
の
レ
ー
ス
を
続
け
る
こ
と
が
櫓
を

漕
ぐ
技
術
や
舟
の
整
備
方
法
の
伝
承

に
も
つ
な
が
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

加
佐
ふ
る
さ
と
塾　

塾
長　
　

佐
藤 

淳 

さ
ん

　

山
歩
き
が
趣
味
で
森
林
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
の
資
格
を
持
っ
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、「
岡
田
上
村
お
こ

し
委
員
」
に
誘
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

ま
ま
塾
活
動
に
も
参
加
し
12
年
。
村

お
こ
し
活
動
に
は
情
熱
が
必
要
で

す
。
誰
か
が
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
な
ら
私
が
や
ろ
う
と
い
う
思

い
で
活
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

⑪

加
佐
の
自
然
・
魅
力
を
伝
え
た
い

　

汽
水
域
が
長
く
多
様
な
生
物
が
暮
ら
す
由
良
川
、
舞
鶴
市
の
最
高
峰
と
も
い

わ
れ
る
宇
野
ケ
岳
な
ど
、
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
加
佐
地
域
。
そ
の
魅
力
を

発
信
し
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
加
佐
ふ
る
さ
と
塾
の
塾
長

で
、
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
で
も
あ
る
佐
藤
淳
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
川
舟
が
老
朽
化
し
来
年
の
レ
ー
ス

開
催
も
不
安
な
状
態
で
す
。
川
舟
レ
ー
ス
は

皆
さ
ん
の
協
力
で
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
も
レ
ー
ス
の
継
続
と
技
術
の
継
承
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
赤
穂
浪
士
の
寺
坂
吉
衛
門
が
通
っ

た
で
あ
ろ
う
古
道
を
歩
く
「
義
士
の
道
ハ
イ

キ
ン
グ
」
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
義
士
の
道

は
、
寺
坂
が
大
石
内
蔵
助
の
妻
に
討
ち
入
り

の
報
告
の
た
め
に
通
っ
た
道
。
こ
れ
を
塾
の

活
動
に
利
用
し
よ
う
と
地
元
の
人
に
古
道
に

つ
い
て
尋
ね
、
最
初
は
義
士
の
道
整
備
ハ
イ

キ
ン
グ
を
行
い
今
の
コ
ー
ス
が
で
き
ま
し

た
。
歩
く
こ
と
が
主
で
あ
っ
た
昔
の
人
に

と
っ
て
古
道
は
合
理
的
な
近
道
。
加
佐
地
域

の
ほ
か
に
も
舞
鶴
に
は
い
ろ
ん
な
古
道
が
縦

横
無
尽
に
走
っ
て
い
る
ん
で
す
。

　

川
舟
レ
ー
ス
と
義
士
の
道
ハ
イ
キ
ン
グ
は

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
し
て
き
た
と
思
い
ま

す
。
今
後
、
古
道
を
再
発
見
し
整
備
し
て
い

く
こ
と
も
塾
活
動
の
一
方
向
性
で
も
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ア
ウ
ト
ド
ア
派
の
団
塊
世

代
の
人
を
取
り
込
め
る
よ
う
な
古
道
を
整
備

し
、
加
佐
や
舞
鶴
の
良
い
と
こ
ろ
を
紹
介
で

き
れ
ば
、
塾
の
活
動
の
原
点
で
あ
る
地
域
の

活
性
化
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
ま
ず
、
人
が
寄
っ
て
く
れ
な
い
と

始
ま
り
ま
せ
ん
。
今
後
も
お
も
し
ろ
そ
う
だ

と
目
を
向
け
て
く
れ
る
活
動
を
目
標
に
、
川

舟
レ
ー
ス
と
義
士
の
道
ハ
イ
キ
ン
グ
の
２
大

イ
ベ
ン
ト
を
継
続
し
つ
つ
、
新
た
な
加
佐
地

域
の
良
い
と
こ
ろ
を
発
信
し
て
い
く
組
織
で

あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

由
良
川
は
生
き
物
の
宝
庫

　

知
っ
て
い
ま
す
か
。
由
良
川
は
四
国
の
四

万
十
川
に
匹
敵
す
る
く
ら
い
自
然
豊
か
で
魅

力
の
あ
る
川
な
の
で
す
。
汽
水
域
が
長
く
神

崎
か
ら
12
㌔
離
れ
た
地
頭
で
も
海
水
魚
の
チ

ヌ
が
釣
れ
ま
す
。
ま
た
ハ
ゼ
や
ボ
ラ
、
淡
水

魚
の
ア
ユ
、
手
長
エ
ビ
な
ど
い
ろ
ん
な
生
き

物
が
住
む
川
で
す
。

　

舞
鶴
屈
指
の
高
い
山
、
た
く
さ
ん
の
生
き

物
が
暮
ら
す
川
、
そ
し
て
海
。
森
林
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
も
こ
こ
は
興
味
深
い
土

地
で
す
。
市
内
・
外
の
ほ
か
、
舞
鶴
を
離
れ

た
人
た
ち
に
も
広
く
魅
力
を
伝
え
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

広
報
ま
い
づ
る
は
、
読

み
や
す
く
分
か
り
や
す
い

紙
面
を
目
指
し
、
先
人
の

広
報
マ
ン
が
築
い
た
古
き

良
き
伝
統
を
継
承
し
つ

つ
、
時
代
の
波
に
乗
っ
た

構
成
を
意
識
し
作
成
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
活
動
な
ど
も
紹
介
で
き
る
よ

う
編
集
室
が
一
丸
と
な
っ
て
カ
メ
ラ
と

ペ
ン
を
両
手
に
市
内
を
走
り
回
っ
て
い

ま
す
。
ま
ち
で
広
報
の
腕
章
を
し
た
人

を
見
か
け
た
ら
声
を
か
け
て
み
て
く
だ

さ
い
。
広
報
ま
い
づ
る
に
あ
な
た
の
写

真
が
載
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
（
小
谷
）


